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■ データ通信マニュアルについて ； 

本マニュアルでは 、 FOMA F 903 iX HIGH - SPEED でデータ通信をする際に必要な事項 
についての説明をはじめ、 CD - ROM 内の 「 F 903 iX HMGH - SPEED 通信設定ファイル 
(ドライバ )」 「FOMA PC 設定ソフト」のインストール方法などを説明しています。 

■ Windows XP の操作について 

本マニュアルは 、 Windows XP Service Pack 2に対応した内容となっております。 

お使いの環境によっては操作手順や画面が一部異なる場合があります。 
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データ通信について 


US 巳ケーブルを使ってパソコンと FOMA 端末を接続し、データ通信が利用できます。 


利用できる通信形態 


利用できる通信形態は、パケット通信、 64 K データ通信、データ転送の3つに分類されます。 

籲パソコンと接続してバケット通信や 64 K データ通信を行ったり、電話帳などのデータを編集したりするには、 
付属の CD - ROM からソフトのインス I -ールや各種設定を行う必要があります。 

• 0 S をアップグレードして使用されている場合の動作は保証いたしかねます。 

• FOMA 端末は、 FAX 通信や Remote Wakeup には対応していません。 

• ドコモの PDA 、 musea や sigmarion n 、 sigmarion IE と接続してデータ通信が行えます。ただし 、 musea 
や sigmarionn をご利用の場合は、これらのアップデートが必要です。アップデートの方法などの詳細は、ド 
コモのホームページをご覧ください。 

パヶット通信 

送受信したデータ量に応じて課金されるため、 メ ー) レの送受信など、比較的少ないデータ量を高速でやりとりす 
る場合に適しています。ネットワークに接続していても、データの送受信を行っていないときには通信料がかか 
らないため、ネットワークに接続したまま必要なときにデータを送受信するという使いかたができます。 

ドコモのインターネット接続サービス mopera U など、 FOMA のバケット通信に対応したアクセスポイントを利 
用して、受信最大 3.6 Mbps 、 送信最大 384 kbps の高速パケット通信ができます。通信環境や混雑状況の影響 
により通信速度が変化するベストエフオートによる提供です。 

画像を含むホームページの閲覧やデータのダウン□ー ドなど、データ量の多い通信を行った場合には通信料が高 
額になりますのでご注意ください。 

※ FOMA ノ V イスピードエリア外や mopera など HIGH - SPEED に対応していないアクセスポイントに接続する 
とき、またはドコモの PDA 、 musea や sigmarion n 、 sigmarion IE など HIGH - SPEED に対応していない 
機器をご利用の場合は、送受信ともに最大 384 kbps での接続になります。 


64 K データ通信 


データ量に関係なく、ネットワークに接続している時間の長さに応じて課金されるため、マルチメディアコンテ 
ンツのダウン□ー ドなど、比較的データ量の多い送受信を行う場合に適しています。 

ドコモのインターネット接続サービス mopera U や mopera など 、 FOMA 64 K データ通信に対応したアクセス 
ポイント、または ISDN 同期 64 kbps のアクセスポイントを利用して、 64 kbps の安定した通信速度でデータを 
送受信できます。 

長時間通信を行った場合には通信料が高額になりますのでご注意ください。 

データ転送 

電話帳やメールなどのデータを送受信する、課金が発生しない通信形態です。 

籲赤外線通信/ iC 通信を使っても、他の FOMA 端末や携帯電話、パソコンなどとデータを送受信できます。 


ご利用になる前に 


動作環境について 


データ通信を利用するためのバソコンの動作環境は、次のとおりです。 


項目 

必要環境 

パソコン本体 

USB ポート （ USB 仕様 1.1/2 .◦に準拠）を持つ PC / AT 互換機 

0S (各日本語版） 

Windows 2000 、 XP 

必要メモリ％ 

Windows 2000 : 64 M 巳以上 Windows XP :1 28 M 巳以上 

八ードディスク容量X 

5 MB 以上の空き容量 


※ FOMA PC 設定ソフトの動作環境です。パソコンのシステム構成によっては異なる場合があります。 

春動作環境によってはご使用になれない場合があります。 

春上記の動作環境以外でのご使用について、当社では責任を負いかねますのであらかじめご了承ください。 










籲 CD - ROM をパソコンにセットすると、次のような警告画面が表示される場合があります。この警告は 、 Internet 
Explorer のセキュリティの設定によって表示されますが、使用には問題ありません。[はい]をクリックしてく 
ださい。 

※画面は Windows XP の例です。お使いの環境によって異なる場合があります。 



必要な機器について 


FOMA 端末とパソコン以外に、次の機器が必要です。 

- F 903 iX HIGH - SPEED 付属の US 巳ケーブノレ 
-付属の CD - ROM 「 FOMA ® F 903 iX HIGH - SPEED 用 CD - ROM 」 

聚 USB ケーブルは付属品を利用されるか、専用の FOMA USB 接続ケーブルまたは FOMA 充電機能付 USB 接続 
ケーブル〇1をお買い求めください。パソコン用の USB ケーブルはコネクタ部の形状が異なるため利用できま 
せん。 

東本マニュアルでは、付属の USB ケーブルでの場合を例に説明しています。 


ご利用時の留意事項 


インターネットサービスプ□バイダの利用料について 

パソコンでインターネットを利用する場合、通常ご利用になるインターネットサービスプ□バイダ（以降プ□パ 
イダ）の利用料が必要です。この利用料は、 FOMA サービスの利用料とは別に直接プロバイダにお支払いいただ 
きます。利用料の詳細は、ご利用のプ□バイダにお問い合わせください。 

• ドコモのインターネット接続サービス mopera U や mopera がご利用いただけます。 

mopera U はお申し込みが必要な有料サービスです。使用した月だけ月額使用料がかかるプランもご利用いた 
だけます。 FOMA 端末でのインターネット接続には、ブロードバンド接続オプションなどに対応した mopera 
U のご利用をおすすめします。 

mopera はお申し込みが不要で、月額使用料は無料です。今すぐインターネットに接続したい方に便利なサー 
ビスです。 


接続先（プ□バイダなど）について 


パケット通信と 64 K データ通信では接続先が異なります。パケット通信を行うときはパケット通信対応の接続 
先、 64 K データ通信を行うときは F 0 MA 64 K データ通信、または ISDN 同期 64 kbps 対応の接続先をご利用く 
ださい。 

• PIAFS などの PHS 64 K /32 K データ通信や DoPa のアクセスポイントには接続できません。 

ユーザー認証について 

接続先によっては、接続時にユーザー認証が必要な場合があります。その場合は、通信ソフトまたはダイヤル 
アップネットワークで ID とパスワードを入力してください。 ID とパスワードはプ□バイダまたは社内 LAN など 
接続先のネットワーク管理者から付与されます。詳細はプ□バイダまたはネットワーク管理者にお問い合わせく 
ださい。 

パソコンのブラウザを利用してのアクセス認証について 

パソコンのブラウザを利用してのアクセス認証で FirstPass (ユーザ証明書）が必要な場合は、付属の CD-ROM 
から FirstPass PC ソフトをインス I ルし、設定してくださしヽ。詳細は付属の CD - ROM 内の 「 FirstPassManual 」 
をご覧ください。 
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バケツト通信および 64 K データ通信の条件 

FOMA 端末で通信を行うには、次の条件が必要です。 

- FOMA サービスエリア内であること 

-バケツト通信の場合、アクセスポイントが FOMA のバケツト通信に対応していること 
- 64 K データ通信の場合、接続先が F 0 MA 64 K データ通信、または ISDN 同期 64 kbps に対応していること 
※上記の条件が整っていても、基地局が混雑していたり、電波状況が悪かったりするときは通信できない場合 
があります。 


データ通信の準備の流れ 


バケツト通信および 64 K データ通信を利用する場合の準備について説明します。 
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通信設定ファイル（ドライバ）について 

パソコンに接続してバケット通信または 64 K データ通信を行うには、通信設定ファイルをインストールする必 
要があります。 

FOMA PC 設定ソフトについて 

付属の CD - ROM から FOMA PC 設定ソフトをパソコンにインス I ルすると、バケット通信または 64 K データ 
通信を行うために必要なさまざまな設定を、パソコンから簡单な操作で設定できます。 

インス I -ール/アンインス I -ール前の注意点 

• 通信設定ファイルや FOMA PC 設定ソフトのインス I ル/アンインストールを行う場合は、必ずパソコンの 
管理者権限を持ったユーザーで行ってください。それ以外のユーザーで行うとエラーになります。パソコンの 
管理者権限の設定操作については、各パソコンメーカやマイクロソフト社にお問い合わせください。 

春操作を始める前に他のプログラムが稼動中でないことを確認し、稼動中のプログラムがある場合は終了してく 
ださい。 

參パソコンの操作方法、管理者権限の設定などについては、パソコンの取扱説明書をご覧ください。 


■ データ通信の用語集 

• APN (Access Point Name) 

パケット通信で接続するプ□バイダなどを識別する文字列。たとえば、 moperaU は 「 mopera . net 」 が 
APN となります。 

參 cid (Context Identifier) 

FOMA 端末内に登録するパケット通信での接続先 （ APN ) を管理する番号。 FOMA 端末では1から1〇 
までの1◦件が使えます。 

• DNS (Domain Name System) 

ドメインネーム（例： nttdocomo . co . jp ) を、コンピュータで使う IP アドレスに変換するシステムのこと。 

• HSDPA (High Speed Downlink Packet Access) 

第 3 世代 （3 G ) 携帯電話方式 「 W - CDMA 」 のデータ通信を高速化した規格。 

• OBEX (Object Exchange) 

データ通信の国際規格の1つ。 OBEX に対応している携帯電話、パソコン、デジタルカメラ、プリンタな 
どの間で、データの送受信ができます。 

• QoS (Quality of Service) 

サービスの品質。通信時にユーザーの意図どおりに、回線を利用するための技術。 FOMA 端末では、接 
続するときの通信速度などを設定できます。 

拳 W-TCP 

FOMA ネットワークでバケット通信を行う際に、 TCP / IP の伝送能力を最大限に生かすための TCP パラ 
メータ。 FOMA 端末の通信性能を最大限に活用するには、この通信設定が必要です。 

• 管理者権限 

0 S のシステムなどすべてにアクセスできる権限のこと。1台のパソコンに最低1人は、パソコンの管理 
者権限を持つユーザーが設定されています。通常、パソコンの管理者権限がないユーザーは、ドライバや 
ソフトなどのインス I -ール/アンインス I -ールができません。 
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パソコンと FOMA 端末を接続する 


•パソコンと FOMA 端末は、電源が入っている状態で接続してください。 

•初めてパソコンに接続する場合は、あらかじめ通信設定ファイル（ドライバ）をインス!-ールしてください。 
—P6 


USB ケーブルで接続する 


USB ケーブルのコネクタを FOMA 端末の夕+部接続端子に差し込む 
USB ケーブルのバソコン側をバソコンの USB ポートに差し込む 

• 通信設定ファイルのインス!-ール前にパソコンに接続した場合は、 USB ケーブルが差し込まれたこと 
を自動的に認識してドライバが要求され、ウィザード画面が表示されます。その場合は、 FOMA 端末 
を取り外し、ウイザード画面で[キャンセル]をクリックして終了してください。 



• パソコンと FOMA 端末が接続されると、 FOMA 端末の待受画面に中が表示されます。 

取り外しかた 

US 巳ケーブルのコネクタのリリースポタンを押し（①)、 FOMA 端末から引き抜 
く（②） 



パソコンから USB ケーブルを引き抜く 

お知らせ- 

• FOMA 端末から USB ケーブルを抜き差しする際は、コネクタ部分に無理な力がかからないように注意してください。 
取り外すときは、必ずリリースボタンを押しながら水平に引き抜いてください。無理に引き抜こうとすると故障の原因 
となります。 

• データ通信中に USB ケーブルを外さないでください。データ通信が切断され、誤動作やデータ消失の原因となります。 
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通信設定ファイル（ドライバ）をインストールする 

FOMA 端末をパソコンに接続してデータ通信を行うには、通信設定ファイルが必要です。使用す 
るパソコンに FOMA 端末を初めて接続する前に、インス I -ールしておきます。 


參操作の前に、必ず「インス!-ール/アンインス!-ール前の注意点」をご覧ください。 - P 4 
參操作4まで FOMA 端末を接続しないでください。 

〈例 〉 Windows XP にインス!-ールするとき 


CD - ROM をパソコンにセツ 


メニューが動作する推奨環境は M icrosof t 
Internet Explo 「 e 「6 .◦以降です。お使いのバソコ 
ンが推奨環境を満たさないときや、 CD - ROM を 
セットしてもメニューが表示されない場合は次 
の手順で操作してください。 

① [スタート]—「ファイル名を指定して実行」 
を順にクリック 

② 「名前」に 「< CD - ROM ドライブ名〉： 
¥ USBDRIVE ¥ F 903 iXin . exe 」 を入力して 
[0 K ] をクリックし、操作3に進む 

※ CD - ROM ドライブ名はお使いのパソコンに 
よって異なります。 


2 


[データリンクソフト • 各種設定ソフト] —「 FOMA 通信設定ファイル ( USB ド 
ライパ)」の[インス!ル]を順にクリックし、表示されるウィンドウから 
「 F 903 iXin . exe 」 アイコンをダブルクリック 


3 


[インストール開始]をクリック 


付属の USB ケーブルがお使いいただけます。 


FOMA F903iK HIGH-SPEED ドライパのインストりレを閉姶します。 

FOMA F903iX HIGH-SPEED と FOMA USB 接続ケーブルをご用意ください。 

I ：ィンストル蘭始® J 終了凶 J 



PEED Installer 


FOMA F903 


通信設定ファイル（ドライバ）をインストールする 
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FOMA 端末をパソコンに接続する旨のメッセージが表示されたら、 FOMAS 崩末 
をパソコンに接続 



• FOMA 端末は電源の入った状態で接続してくださ 
し)。 


インス!-ール中画面の表示後に、 [0 K ] をクリック 

お知らせ- 

• インス I ルには数分かかる場合があります。 

• Windows を再起動する旨のメッセージが表示された場合は、画面の指示に従い再起動してください。 

• データ通信中にインス I ルを行わないでください。 

•デバイスを削除する旨のメッセージが表示された場合は、[はい]を選択すると、インストールを継続します。 


通信設定ファイル（ドライバ）を確認する 

拳 FOMA 端末がパソコンに正しく認識されていない場合、設定および通信はできません。 

〈例〉 Windows XP で確認するとき 

[スタート] — 「コント□ールパネル」 — [パフオーマンスとメンテナンス]ア 
イコン—[システム]アイコンを順にクリック 

■ Windows 2000のとき 

[ スタート ] をクリック — 「設定」から「コント □ ールパネル」をクリック —[ システム]アイコンを 
ダブルクリック 

[八ードウエア]タブをクリック — [デバイスマネージャ]をクリック 





















各デバイスの種類をダブルクリック 4 次のデバイス名が登録されていることを確 

• デバイスの種類とデバイス名は次の通りです。 

- USB (Universal Serial 巳 as) コント □—ラ： 
FOMA F903iX HIGH-SPEED 
-ポート （COM と LPT) : 

FOMA F903iX HIGH-SPEED Command 
Port (COMx^) 

FOMA F903iX HIGH-SPEED OBEX Port 
(COMx^) 

-モデム： FOMA F 903 iX HIGH-SPEED 
※ x はパソコンの環境により、異なった数字が表 
示されます。 



通信設定ファイル（ドライバ）をアンインストールする 


籲操作の前に、必ず「インス!-ール/アンインス!-ール前の注意点」をご覧ください。 -P4 
籲操作の前に、パソコンから F0MA 端末を取り外してください。 

〈例 〉 Windows XP でアンインストールするとき 


[スタート]—「コントロールパネル」 — [プ□グラムの追加と削除]アイコン 
を順にクリック 

■ Windows 2000のとき 

[スタート]をクリック—「設定」から「コント□ールパネル」をクリック—[アプリケーションの追 
加と削除]アイコンをダブルクリック 

「プログラムの追加と削除」 （ Windows 2000の場合は「アプリケーションの追 
加と削除」）画面で 「FOMA F 903 iX HIGH-SPEED USB 」 を選択して[変更 
と削除]をクリック 

「FOMA F 903 iX HIGH-SPEED Uninstaller 」 と表示されていることを確認し 
て[はい]をクリック 


ドライバのアンインス I -ールを開始します。 



F903iX HIGH-SPEED Un 



FOMA F 903 iX HIGH - SPEED ドライ；彳•をアンインストールしますか？ 


いいえ 


ドライバのアンインス!-ール中画面の表示後に [0 K ] をクリック 

お知らせ- 

•操作2で 「FOMA F 903 iX HIGH-SPEED USB 」 が表示されていないときは、再度「通信設定ファイル（ドライバ) 
をインストールする」の操作を行ったあとに、アンインストールを行ってください。 — P 6 
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FOMA PC 設定ソフトを利用して通信する 

FOMA PC 設定ソフトを利用すると、簡単な操作で通信の設定が行えます。 


FOMA PC 設定ソフトについて 


かんたん設定 

ガイドに従い操作することで、 FOMA データ通信用ダイヤルアップの作成を行い、同時に W - TCP 設定などを 
行います。 

W-TCP の設定 

バケット通信を利用する前に、パソコン内の通信設定を最適化します。通信性能を最大限に活用するには、 W - 
TCP 設定による通信設定の最適化が必要です。 

接続先 （ APN ) の設定 

パケット通信を行う際に必要な接続先 （ APN ) の設定を行います。接続先には通常の電話番号は使用しませ 
ん。あらかじめ接続先ごとに、 FOMA 端末に APN と呼ばれる接続先名を設定し、その登録番号 ( cid ) を接続 
先電話番号の入力欄に指定して接続します。お買い上げ時、 cid の1には mopera に接続するための APN 
「 mopera . ne . jp 」 が、3には mopera U に接続するための APN 「 mopera . net 」 が登録されていますが、その 
他のプロバイダや社内 LAN に接続する場合は APN 設定が必要です。 


FOMA PC 設定ソフトをインストールする 


籲旧 W - TCP 環境設定ソフト、旧 FOMA データ通信設定ソフト、バージョンが 3.0.1 より前の FOMA PC 設定ソ 
フトをインス I -ールされている場合は、あらかじめそれらのソフトをアンインストールしてください。 

FOMA PC 設定ソフトのバージョンを確認するには、[スタート]をクリック — 「すべてのプログラム」 
(Windows 2◦◦◦の場合は「プログラム 」）— 「FOMA PC 設定ソフト」を順に選択して 「FOMA PC 設定ソ 
フト」をクリック — 「メニュー」をクリック — 「バージョン情報」をクリックします。 

參操作の前に、必ず「インストール/アンインストール前の注意点」をご覧ください。 - P 4 

〈例〉 Windows XP にインス I -ールするとき 

CD - ROM をパソコンにセット 

• メニューが動作する推奨環境は Microsoft 
Internet Explo 「 e 「6 .◦以降です。お使いのバソコ 
ンが推奨環境を満たさないときや、 CD - ROM を 
セットしてもメニューが表示されない場合は次の 
手順で操作してください。 

① [スタート]—「ファイル名を指定して実行」を 
順にクリック 

② 「名前」に「く CD - ROM ドライブ名> : 

¥ FOMA _ PCSET ¥ setup.exeJ を入力して 
[0 K ] をクリックし、操作3に進む 
※ CD - ROM ドライブ名はお使いのパソコンに 

よって異なります。 
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[データリンクソフト • 各種設定ソフト] 
ス I -ール]を順にクリック 


「FOMA PC 設定ソフト」の[イン 


7?イル矽思巣©表示吆お和: A0 
(JK5. - 7 ,»1 ,；]；■; t 


P ヘルプ砂 

^ ^ [3 * 


H 



| TOMA 

携眘雷球为 ；V_iVIC««a.T/1 ケット谲ほゃ6«宁一今讲财的ための設定 
をす•&ソフ hO*〆 です • 

金 JD •上;卜在1ム FOMAilf 金設定』ドうイパ)®イソ 

laaaa 

x> ターテイメント 
-- ツール 

r 4 データ IJ ンクソフト 
各檷設定ソフト 

ストールが必鬌です • 

※捎驀罨話とパソコンの擯枋こは、 USB^- ブル〈弒供品)、また liFOMAUSB 
褊嫌^ーブル <s 伯》び必* e “ 

■イ•ノ 7卜叫レ 

■ ゥンロ -P 


本刀トウXアに财るお臥、 S わ U 先 

LtoGoMoO：^ メ-シ s ン12^ ター 
•ド：3^の携苺重 S、PHS か祕場合く局番ない⑹<_郎 
置越などから®塌 S 0120-800-000 

^ インターネット接技 

|ド:《ケータイ ArtalioMD ご*内 

w ir ド14** a 〜フ 

携瞢貢 a 内のア_夕右 f ソコ>で驩集 • 宏攻す i ためのソフトウ x アでれ f シリー 
ズ以外の FfmA^b 裱嫌小 3T*ef? “ UT®U ンク /J^NTT ド- HE 水—/*ページ 
に相供し，ダ〇ン n—p で s ます • 

祕_,ぴ,へフトニ . 

この OD-ROM のご和脷：®たって 


• [インス!-ール]をクリックすると、次のような警告画面が表示される場合があります。この警告は、 
Internet Explorer のセキュリティの設定によって表示されますが、使用には問題ありません。[実行] 
または[実行する]をクリックしてください。 

※画面はお使いの環境によって異なる場合があります。 


このファイルを実行または保存しますか? 

□ 


名前: 
種類: 
発信元: 


アブリケーンヨン.118 KB 
E：MFOMA.PCSET 


匚実行® 


\〇 を起こす可能性 ff あす。発信元； Wff I■で‘きない塌 H こ (D ソフトウエアを実 

勿 行したり保存した0しな0でくださ0。 危険件の目 tt 明 




こ①リフトウ I アを実行しますか？ 

名 Bij: setup.exe 


n 


H 追加オプションの表示© 


実行する® ]「 wfuaw —. 


vy 勤!麟徵』 ife 您ブ鐵織妓篇 


「FOMA PC 設定ソフトセットアップへようこそ」画面で[次へ]をクリック 

「使用許諾契約」画面で内容を確認の上、契約内容に同意する場合は[はい]を 
クリック 

• [いいえ]をクリックすると、インス!-ールを中止します。 

「セットアップタイプ」画面で「タスクトレイに常駐する」が選択されているこ 
とを確認して[次へ]をクリック 

セットアップ後、タスクトレイに 「 W - TCP 設定」が常駐します。 - P 22 
• W - TCP 通信の最適化の設定、解除を操作する機能です。常駐をおすすめします。 

• インス!-ール後に常駐の設定は変更できます。 

「インストール先の選択」画面でインストール先を確認して[次へ]をクリック 

• 変更する場合は[参照]をクリックし、任意のインストール先を指定して [0 K ] をクリックします。 

「プ□グラムフォルダ」のフォルダ名を確認して[次へ]をクリック 

変更する場合はフォルダ名を入力し、[次へ]をク 
リックします。 
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3 [完了]をクリック 

FOMA PC 設定ソフトが起動します。このまま各種設定に進みます。 

お知らせ- 

• 旧 W - TCP 環境設定ソフト、旧 FOMA データ通信設定ソフト 、 FOMA PC 設定ソフトがインス I ルされている場合は、 
インストールを中断する旨のメッセージが表示されます。 [0 K ] をクリックし、プ□グラムの追加と削除またはアプリ 
ケーシヨンの追加と削除から、これらのソフトをアンインス!ルしてください。 

•インス!ルの途中で[キャンセル]や[いいえ]をクリックした場合は、インス!ルを中断する確認画面が表示さ 
れます。インス!ルを継続する場合は[いいえ]をクリックしてください。中断する場合は[はい]をクリックし、 
[完了]をクリックしてください。 


かんたん設定でパケット通信を設定する 


FOMA PC 設定ソフトのかんたん設定では、表示される内容に従って選択や入力を進めていくと、簡単に FOMA 
用ダイヤルアツプを作成できます。 

籲操作の前に、必ずパソコンと FOMA 端末が正しく接続されていることを確認してください。 - P 5 


mopera U / mope 「 a を利用する場合 

〈例〉 Windows XP で設定するとき 


[スタート]をクリック — 「すべてのプ□グラム 」 （Windows 2000の場合は 
「プ□グラム 」 ）—「FOMA PC 設定ソフト」を順に選択して 「FOMA PC 設定ソ 
フト」をクリック — [かんたん設定]をクリック 


FOMA PC 設定Vフト r m l - fXI 



2 


「パケット通信 （ HIGH - SPEED 対応端末)」を選択して[次へ]をクリック 



• mopera に接続する場合は「バケツト通信」を選 
択します。 
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rimopera UJ への接続」または 「『 mopera 』 への接続」を選択して[次へ] 
をク ij ック 

•「『mopera U 』 への接続」を選択して[次へ]を 
クリックすると、ご契約の確認メッセージが表示 
されます。ご契約がお済みの場合、[はい]をク 
リックします。 


► limopera U«D への搭錡 


广 FmoperaJ への接続 

ご契約不要で、簡単にインターネット接続が行えます。 
r その他 

FOMA データ通信対応ブ〇ノ社内 LAN (こ接続します。 

妍 OKtt 锥末の接技を確認してくださ U 

【次へ】ボタンを押下すると、自觔的に FOMft 绵末から接技先 (APN) 倍雜を 
取得します♦タイヤルアップ作成中は FOMft の抜き差しは行わないで 
ください，（故睹の原因になる恐れがあります） 

XHIGH-SPEH) 対応猫末のパケット通信速度について 
ffrropera Ufl に接技した場合は、下り最大 3.SKbp S 、 上り屏大 384Kbf>s です， 
ffmoperafl に技した場合は、上り/下りともに培大 384Kbps です， 


「 FOMA 端末設定取得」画面で [0 K ] をクリック 

「接続名」に任意の接続名を入力— 「 PPP 接続」を選択—「発信者番号通知を行 
う」を選択—[次へ]をクリック 

「接続名」の先頭に.（半角文字）は使用できませ 
ん。また、次の記号（半角文字）は使用できません。 
¥/:*?!<> | " 

mopera U は PPP 接続、 IP 接続ともに対応してお 
ります。 mopera は PPP 接続のみに対応しており 
ます。ただし、本 FOMA 端末は、 IP 接続には対応 
していません。 



「使用可能ユーザーの選択」を設定して[次へ]をクリック 


使用可能ュ•■ザ- (D 通折 

この接続を利用で狩ユーザーを指定してください 


► ft ベてのユーザ'^ 
自分のみ 


離!®織し®、。 


パスワード：厂 

17パスワードを保存する 


_<戻る®)」次へ (N>> I _キャンセル」 


「ユーザー名」「パスワード」は空欄でもかまいま 
せん。 


3 


4 5 


6 


12 







































「最適化を行う」が選択されていることを確認して[次へ]をクリック 

• 操作2で「バケット通信 （ HIGH - SPEED 対応端末)」 
を選択した場合は、「次へ」をクリックすると個別 
の最適化設定はできない旨のメッセージが表示さ 
れます。すべてのダイヤルアップ設定を HIGH ¬ 
SPEED 用に最適化する場合は 「はい」を選択しま 
す。 64 K データ通信や FOMA 端末以外で通信を行 
う場合はご注意ください。 

• すでに最適化されている場合、この画面は表示さ 
れません。 


「設定情報」を確認して[完了]をクリック 



〇 [0K] をクリック 

設定した内容によっては、パソコンを再起動する必要があります。再起動する旨のメッセージが表示され 
た場合は[はい]をクリックしてください。 

通信を実行する — P 21 

その他のプ□バイダを利用する場合 


かんたん設定 


W-TCP 設定 

FOm ^ y 卜通信を利用す祝放、パリコン内の逦重設 
定を最適化します。 

_ <戻 5(S) ) 欠へ (N)> ] —キやンセル」 


〈例〉 Windows XP で設定するとき 

[スタート]をクリック — 「すべてのプ□グラム」 （Windows 2000の場合は 
「プ□グラム」 ）—「FOMA PC 設定ソフト」を順に選択して 「FOMA PC 設定ソ 
フト」をクリック — [かんたん設定]をクリック 
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「パケット通信 （HIGH-SPEED 対応端末)」を選択して[次へ]をクリック 

HIGH - SPEED に対応していないアクセスポイン 
卜に接続する場合は「バケット通信」を選択しま 

r パヶット通信 す。 

パか)卜通信は、通 f 言時間や距雜に圜係なく送受信されたデ'-$ 

量(こ応 t； て料金が課金され5通信方式で•す。頃大 384Kbps) 

?パゲット通信 (HIGH-SPEEDi 抵喘未） 

バケツト通信は、通信 B 寺圊や距 SI に閎係なく送受信されたデー; S 
量(こ応 b て料金が課金され§通信方式です。〈最大 3.6Mbps> 

' 64K デ-^通信 

64K テ4通信は、 B 寺間(こ応じて料金が課金される逦 f 方式で 
す。頃大64 Kbps) 


欠へ妙〉」_キゃンセル 


「その他」を選択して「次へ」をクリック 


-『mopera UJ への 接続 

Fmopera UJ をご利用いただくと、安全で•快適なインターネット接続が行え 
ます。 (mopera U(J 有料サー H! スで、ご契約が必要で寸。〉 

- P moperaJ への 招続 

ご契約不要で.、簡単にイントネット接続が行えます。 

• その他 

TOM 好4通信 M 応ブ□ノ<；イタや、社内 LW こ格続します。 


XFOMMg 末の接技を確認してください ♦ 


ン討跟鴻曾餛=黯鑕髒溫雙を 

ください ♦ (故睹の原因になる恐れがありま T) 

XHIGH-SPE 印対応缩末のパケット il 信速度について 

ffrropera Ufl に接銪した場合は、下り盎大 3.Shfcps、 上り琨大 334Kbps で 
ffmoperafl に fe 技した場合は、上り/下りともに最大 384Kb P s です， 

欲沒齡驟产法などに つい m 


「FOMA 端末設定取得」画面で [0K] をクリック 

「接続名」に任意の接続名を入力—[接続先 （APN) 設定]をクリック 

発信者番号通知の設定については、プ□バイダな 
どから提供された各種情報に従ってください。 
「発信者番号通知を行う」を選択すると、通信実行 
時に発信者番号を通知します。 

「接続名」の先頭に.（半角文字）は使用できませ 
ん。また、次の記号（半角文字）は使用できません。 
¥/:*?!<> | " 

プロノ（イダなどから IP および DNS 情報の設定が 
指示されている場合は、[詳細情報の設定]をク 
リックし、各種情報を登録してください。 
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[追加]をクリック 

番号 ( cid ) 1には mopera に接続するための APN 「 mopera . ne . jp 」 が、3には mopera U に接続するた 
めの APN 「 mopera . net 」 が設定されています。番号 ( cid ) 2または4〜1◦に接続先 （ APN ) を設定 
してください。 



「接続先 (APN)J にプ□バイダなどの FOMA パケット網に対応した接続先 
(APN) を正しく入力— 「PPP 接続」を選択— [0K] をクリック 



• 「接続先 （ APN )」 には半角文字で、英数字、八イ 
フン（-)、ピリオド （.） のみ使用できます。 

• 本 FOMA 端末は、 IP 接続には対応していません。 


[0K] をクリック 



「接続先 （APN) の選択」の接続先名を確認して[次へ]をクリック 

「接続先 （ APN ) の選択」には、操作6で設定した「接続先 （ APN )」 と「接続方式」が表示されます。 
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10 「使用可能ユーザーの選択」を設定—「ユーザー名」を入力—「パスワード」を 
入力—[次へ]をクリック 



• 「ユーザー名」「パスワード」には、プ□バイダな 
どから提供された各種情報を、大文字、小文字な 
どに注意し、正しく入力してください。 


11 


「最適化を行う」が選択されていることを確認して[次へ]をクリック 


W-TCPIS 定 

FOMW1 ケット通信を利用するた¢1)、パソコン内の逦會設 
定奄最適化します。 

K? 最迪化を行う， 


• 操作2で「バケット通信 （ HIGH - SPEED 対応端末)」 
を選択した場合は、「次へ」をクリックすると個別 
の最適化設定はできない旨のメッセージが表示さ 
れます。すべてのダイヤルアップ設定を HIGH ¬ 
SPEED 用に最適化する場合は 「はい」を選択しま 
す。 64 K データ通信や FOMA 端末以外で通信を行 
う場合はご注意ください。 

• すでに最適化されている場合、この画面は表示さ 
れません。 


<戻る © 」次へ砂> j _キゃンセル」 


「設定情報」を確認して[完了]をクリック 



[OK] をクリック 

設定した内容によっては、パソコンを再起動する必要があります。再起動する旨のメッセージが表示され 
た場合は[はい]をクリックしてください。 

通信を実行する — P 21 
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かんたん設定で 64K データ通信を設定する 


mopera U/mopera を利用する場合 

〈例〉 Windows XP で設定するとき 


[スタート]をクリック — 「すべてのプ□グラム」 （Windows 2000の場合は 
「プ□グラム」 ）—「FOMA PC 設定ソフト」を順に選択して 「FOMA PC 設定ソ 
フト」をクリック — [かんたん設定]をクリック 



「64K データ通信」を選択して「次へ」をクリック 



r[mopera UJ への接続」または 「『mopera』 への接続」を選択して[次へ] 
をク ij ック 



「『mopera U 』 への接続」を選択して[次へ]を 
クリックすると、ご契約の確認メッセージが表示 
されます。ご契約がお済みの場合、[はい]をク 
リックします。 
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「接続名」に任意の接続名を入力—「モデムの選択」が 「FOMA F903iX HIGH¬ 
SPEED」 に設定されていることを確認—「発信者番号通知を行う」を選択— 
[次へ]をクリック 



• 「接続名」の先頭に.（半角文字）は使用できませ 
ん。また、次の記号（半角文字）は使用できません。 
¥/:*?!◊ | ” 


「使用可能ユーザーの選択」を設定して[次へ]をクリック 



• 「ユーザー名」「パスワード」は空欄でもかまいま 
せん。 


「設定情報」を確認して[完了]をクリック 



[0K] をクリック 

通信を実行する — P 21 
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その他のプ□バイダを利用する場合 

〈例〉 Windows XP で設定するとき 


[スタート]をクリック — 「すべてのプ□グラム」 （Windows 2000の場合は 
「プ□グラム」 ）—「FOMA PC 設定ソフト」を順に選択して 「FOMA PC 設定ソ 
フト」をクリック — [かんたん設定]をクリック 



「64K データ通信」を選択して「次へ」をクリック 



「その他」を選択して「次へ」をクリック 


かんたん設定 


接続先の遥択 
广 『mopera Ufl への接続 

C 『moperaj への接続 

ご契約不要で、簡単にインターネット接続が行えます。 

FOMA デ ータ通信対応ブ□パイタ•や、社内 LAN に接続します。 

Xmopera U/mopera 以外の接技方法などについては、 

各フロバイダへご確認くださ IA 


<戻る(珍」；欠へ妙〉| _キゃン tz ル」 
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「接続名」に任意の接続名を入力—「モデムの選択」が 「FOMA F 903 iX HIGH¬ 


SPEED」 に設定されていることを確認 
角で入力—[次へ]をクリック 



「電話番号」に接続先の電話番号を半 


• 「接続名」の先頭に.（半角文字）は使用できませ 
ん。また、次の記号（半角文字）は使用できません。 
¥/:*?!◊ | ” 

• 「電話番号」はプ□バイダなどから提供された情報 
を基に正しく入力してください。次の文字と半角 
空白が使用できます。 

01 23456789 ABCDPTWabcdptw !@$-.()+ 
* #,& 

• 発信者番号通知の設定については、プ□バイダな 
どから提供された各種情報に従ってください。 

• 「発信者番号通知を行う」を選択すると、通信実行 
時に発信者番号を通知します。 

• プロノ（イダなどから IP および DNS 情報の設定が 
指示されている場合は、[詳細情報の設定]をク 
U ックし、各種情報を登録してください。 


「使用可能ユーザーの選択」を設定—「ユーザー名」を入力—「パスワード」を 
入力—[次へ]をクリック 



• 「ユーザー名」「パスワード」には、プ□バイダな 
どから提供された各種情報を、大文字、小文字な 
どに注意し、正しく入力してください。 


「設定情報」を確認して[完了]をクリック 



[OK] をクリック 

通信を実行する — P 21 
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通信を実行する 


通信の実行や切断について説明します。 


〈例〉 Windows XP で実行するとき 

バソコンと FOMA 端末を接続 

接続方法 — P 5 

デスクトップの接続アイコンをダブルクリック 

rv • 設定中に「デスクトップにダイヤルアップのショートカットを作成する」を選択しなかっ 
た場合や、 Windows 20◦◦で FOMA PC 設定ソフトを利用せずに通信設定を行った場合 
は、接続アイコンは作成されません。次のスタートメニューからの接続方法を利用してく 
ださい。 

■ Windows XP のスタートメニューから接続するとき 

[スタート]をクリック—「すべてのプ□グラム」 — 「アクセサリ」 — 「通信」を順に選択して「ネッ 
トワーク接続」をクリック — 接続アイコンをダブルクリック 

■ Windows 2000のスタートメニューから接続するとき 

[スタート]をクリック—「プ□グラム」—「アクセサリ」—「通信」を順に選択して「ネットワーク 
とダイヤルアップ接続」をクリック — 接続アイコンをダブルクリック 

「ユーザー名」を入力—「パスワード」を入力—[ダイヤル]をクリック 

• mopera U または mopera を利用する場合、「ユー 
ザー名」「パスワード」は空欄でもかまいません。 
• 設定中に「ユーザー名」の入力や「パスワード」 
の保存をした場合、入力は不要です。 

• 接続完了画面が表示された場合は [0 K ] をクリッ 
クしてください。 



iFOMA ： 


お知らせ- 

• F 0 MA 端末には、パケット通信を実行すると発信中画面が、 64 K データ通信を実行すると呼出中画面が表示され、接 
続すると次の画面が表示されます。 



バケツト通信のとき 



64 K データ通信のとき 


• パソコンに表示される通信速度は、実際の通信速度とは異なる場合があります。 

• 通信を実行する場合、アイコン作成時の F 0 MA 端末を接続した場合のみ有効です。 
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通信を切断する 


パソコンのブラウザを終了しただけでは切断されない場合があります。確実に切断するには、次の操作を行って 
ください。 


〈例〉 Windows XP で通信を切断するとき 

タスクトレイの由をクリック — [切断]をクリック 



バケツト通信の設定を最適化する <W-TCP 設定> 


W - TCP 設定とは、 FOMA ネットワークでバケット通信を行う際に TCP / IP の伝送能力を最適化するための TCP 
パラメータ設定ツールです。 FOMA 端末の通信性能を最大限に活用するには、この設定が必要です。 

W - TCP 設定を利用してパソコンのパケット通信の設定を FOMA ネットワーク用に最適化する方法と、最適化を 
解除する方法について説明します。 

Windows XP での最適化の設定と解除 

[スタート]をクリック — 「すべてのプ□グラム」 —「FOMA PC 設定ソフト」 

を順に選択して 「FOMA PC 設定ソフト」をクリック —[W-TCP 設定]をク 
■J ック 


■ タスクトレイから W - TCP 設定を起動するとき 

タスクトレイの现をクリック 
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2 次の操作を行う 

■ システム設定が最適化されていないとき 

次の画面が表示されるので、最適化する場合に操作を行います。 

① 通信速度を選択して[最適化を行う]をクリック 

• HIGH - SPEED 対応のアクセスポイントを利 
用する場合は、 「3.6 Mbps 」 を選択します。 
[最適化を行う]をクリックすると個別の最 
適化設定はできない旨のメッセージが表示 
されるので、すべてのダイヤルアップ設定を 
HIGH - SPEED 用に最適化する場合は「はい」 
を選択します。 64 K データ通信や FOMA 端 
末以外で通信を行うダイヤルアップ設定が 
ある場合はご注意ください。 

• HIGH - SPEED に対応していないアクセスポ 
イントを利用する場合は、 「384 Kbps 」 の 
ままでもかまいません。 

② [実行]をクリック 

•「384 Kbps 」 を選択したときは、「最適化」欄の 丨 をクリックし、になったことを確認し 
て[実行]をクリックします。 

③ [ OK ] をクリック 



■ システム設定が最適化されているとき 

次の画面が表示されるので、最適化を解除する場合に操作を行います。 

• 64 K データ通信を行う場合や、 FOMA 端末以外で通信を行う場合に解除します。 

①[システム設定]をクリック 



②[最適化を解除する]をクリック 


「384 Kbps 」 で最適化されている場合は、 
ダイヤルアップごとに設定を解除できま 
す。「最適化」欄の (7 をクリックし、「に 
なったことを確認して[システム設定]— 
[はい]— [0 K ] を順にクリックすると、② 
の画面が表示されます。 



③ [ OK ] をクリック 
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画面に従ってバソコンを再起動 


再起劫の確認 


〇 設定変更を有効にす Sfc め、パゾ:ンを再起觔する必要があります。 

.y 再起觔を行う埸合は、全て®アブリケーシヨンを終了してください。 

今すく“再起動)しますか？ 

[はい]:再起肋を行います。 

[いいえ]:再起觔を行いません。は回、再起動)後有効となります） 

1(::]醒：: :]! _ いいえ ( N ) j 


Windows 2000での最適化の設定と解除 


[スタート]をクリック — 「プ□グラム 」 —「FOMA PC 設定ソフト」を順に選 
択して 「FOMA PC 設定ソフト」をクリック —[ W - TCP 設定]をクリック 

■ タスクトレイから W - TCP 設定を起動するとき 

タスクトレイの S 3 S をクリック 
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次の操作を行う 


システム設定が最適化されていないとき 

次の画面が表示されるので、最適化する場合に操作を行います。 


①通信速度を選択して[最適化を行う]をクリック 



• HIGH - SPEED 対応のアクセスポイントを利 
用する場合は、 「3.6 Mbps 」 を選択します。 
[最適化を行う]をクリックすると個別の最 
適化設定はできない旨のメッセージが表示 
されるので、すべてのダイヤルアップ設定を 
HIGH - SPEED 用に最適化する場合は「はい」 
を選択します。 64 K データ通信や FOMA 端 
末以外で通信を行うダイヤルアップ設定が 
ある場合はご注意ください。 

• mopera など、 HIGH - SPEED に対応してし、 
ないアクセスポイントに接続する場合は、 
「384 Kbps 」 のままでもかまいません。 


② [ OK ] をクリック 
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■ システム設定が最適化されているとき 

• 64 K データ通信を行う場合や、 FOMA 端末以外で通信を行う場合などに解除します。 

①[最適化を解除する]をクリック 



② [ OK ] をクリック 

画面に従ってバソコンを再起動 



今すく"再起肋しますか？ 

K 、 え]:署起勒を行い I をん。《：回、再起勒後有効となります〉 


|1 は卿. i | _いいぇ ( N ) 」 


接続先 （ APN ) を設定する 


パケット通信を行う場合の接続先 （ APN ) を設定します。 

籲操作の前に、必ずパソコンと FOMA 端末が正しく接続されていることを確認してください。 — P 5 
•接続先 （ APN ) は、 FOMA 端末の登録番号 ( cid ) 1〜10に設定できます。お買い上げ時、 cid の1には mopera 
に接続するための APN 「 mopera . ne . jp 」 が、3には mopera U に接続するための APN 「 mopera . net 」 が設定 
されています。その他のプ□バイダや社内 LAN に接続する場合は、 cid 2 または4〜1◦に APN を設定します。 
•接続先 （ APN ) については、プ□バイダまたはネットワーク管理者にお問い合わせください。 


〈例 〉 Windows XP で設定するとき 

[スタート]をクリック — 「すべてのプ□グラム 」 （Windows 2000の場合は 
「プ□グラム 」 ）—「FOMA PC 設定ソフト」を順に選択して 「FOMA PC 設定ソ 
フト」をクリック — [接続先 （ APN ) 設定]をクリック 



「 FOMA 端末設定取得」画面で [0 K ] をクリック 
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接続先 （APN) の設定を行う 



■ 接続先 （ APN ) を追加するとき 

[追加]をクリック 

■ 登録済みの接続先 （ APN ) を編集 • 修正するとき 

編集•修正する接続先 （ APN ) を選択して[編集]をクリック 

■ 登録済みの接続先 （ APN ) を削除するとき 

削除する接続先 （ APN ) を選択して[削除]をクリック 

• 番号 （ cid ) の1と3に登録されている接続先 （ APN ) は削除できません。[削除]をクリックして 
FOMA 端末に設定を書き込んだ場合でも、実際には削除されず元の設定に戻ります。 

■ ファイルへ保存するとき 

「ファイル」をクリック—「名前を付けて保存」または「上書き保存」をクリック 

• FOMA 端末に登録された接続先 （ APN ) 設定のバックアップを取ったり、編集中の接続先 （ APN ) 
設定を保存するときに利用します。 

■ ファイルから読み込むとき 

「ファイル」をクリック — 「開く」をクリック 

• パソコンに保存された接続先 （ APN ) 設定を再編集したり、 FOMA 端末に書き込みをしたりすると 
きに利用します。 

■ FOMA 端末から接続先 （ APN ) 情報を読み込むとき 

「ファイル」をクリック —「 FOMA 端末から設定を取得」をクリック 

• FOMA 端末に手動でアクセスし、登録された接続先 （ APN ) 設定を読み込みます。 

■ FOMA 端末に接続先 （ APN ) 情報を書き込むとき 

[ FOMA 端末へ設定を書き込む]をクリック 

• 表示されている接続先 （ APN ) 設定が FOMA 端末に書き込まれます。 

•上書きの確認画面が表示された場合は[はい]をクリックしてください。 

■ ダイヤルアップを作成するとき 

① 追加、編集した接続先 （ APN ) を選択して[ダイヤルアップ作成]をクリック 

「 FOMA 端末設定書き込み」画面が表示されます。 

② [はい]をクリック— [ OK ] をクリック 

「バケット通信用ダイヤルアップの作成」画面が表示されます。 

③ 「接続名」に任意の接続名を入力—[アカウント•パスワードの設定]をクリック 

• 「接続名」の先頭に.（半角文字）は使用できません。また、次の記号（半角文字）は使用できません。 
¥/:*?!<>「 

• 発信者番号通知の設定については、プ□パイダなどから提供された各種情報に従ってください。 

• 「発信者番号通知を行う」を選択すると、通信実行時に発信者番号を通知します。 

• mopera U または mopera を利用する場合、[アカウント•パスワードの設定]はしなくてもかま 
いません。その場合は操作⑤に進みます。 

④ 「使用可能ユーザーの選択」を設定—「ユーザー名」を入力—「パスワード」を入力— [0 K ] をクリック 

• プ□バイダなどから IP および DNS 情報の設定が指示されている場合は、「バケット通信用ダイヤ 
ルアップの作成」画面で[詳細情報の設定]をクリックし、各種情報を登録後、 [0 K ] をクリッ 
クしてください。 

⑤ [0 K ] をクリック— [0 K ] をクリック 
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參操作の前に、必ず「インストール/アンインストール前の注意点」をご覧ください。 -P4 

アンインスI-ールを実行する前に 

タスクトレイに迎が表示されている場合は、 S3S を右クリックし、「終了」をクリックして、 w-tcp 設定の常駐 
を解除してください。 

アンインスI-ールする 

〈例〉 Windows XP でアンインストールするとき 

[スタート]—「コント□ールパネル」 — [プ□グラムの追加と削除]アイコン 
を順にクリック 

■ Windows 2000のとき 

[スタート]をクリック — 「設定」から「コント□ールパネル」をクリック — [アプリケーションの追 
加と削除]アイコンをダブルクリック 


2 


「NTT DoCoMo FOMA PC 設定ソフト」を選択して[削除]をクリック 


「FOMA PC 設定ソフトセットアップ」と表示されていることを確認して[はい] 
をク ij ック 


FOMA PC 設定ソフトのアンインストールを開始します。 
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■ 最適化されている場合に解除するとき 

解除するかどうかの確認画面で[はい]をクリック—「再起動の確認」画面で今すぐ再起動するかど 
うかを設定—[完了]をクリック 

• 最適化の解除はパソコンの再起動後に行われます。 

[完了]をクリック 


逞択したアフ竹-シ以およ ut ベての機能を完全に則除しま寸か？ 


は爾 II [ いいえ妙 J 


お知らせ- 

•追加や編集をするときは「接続方式」を 「PPP 接続」に設定してください。 「IP 接続」を選択すると、 FOMA 端末へ設 
定を書き込めません。 

•接続先 （APN) 設定は FOMA 端末に登録される情報のため、異なる FOMA 端末（故障修理により交換された端末など) 
を接続する場合は、 APN を登録し直してください。 

•パソコンに登録されている接続先 （APN) を継続利用する場合は、同じ APN の登録番号 (cid) を FOMA 端末に登録 
してください。 


pc 設定 y フトセ5トアウプ 


FOMA PC 設定ソフトをアンインストールする 
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FOMA PC 設定ソフトを利用しないで通信の設定をする 


FOMA PC 設定ソフトを使わずに、ダイヤルアップ接続の設定を行う方法について説明します。 

•バケット通信で mopera U など HIGH - SPEED 対応のアクセスポイントを利用する場合は 、 FOMA PC 設定ソ 
フトを利用して設定してください。 


ダイヤルアップネットワークの設定の流れ 


データ通信の準備の流れ — P 3 


バケツト通信の接続先 （ APN ) を設定する — P 28 

. 64 K データ通信の場合と、バケツト通信で接続先が mopera U または mopera 
の場合、設定は不要です。 


発信者番号の通知/非通知を設定する— P 30 

※必要に応じて設定してください。 


ダイヤルアップネットワークの設定をする 


ご使用の 0 S 

Windows XP 

Windows 2000 

接続先の設定 

P 32 

P 36 


-- 

- F - 

TCP / IP 設定 

P 35 

P 39 


※設定内容の詳細については、プ□バイダやネットワーク管理者にお問い合わせく 
ださい。 


パケツト通信の接続先 （APN) を設定する 


接続先 （ APN ) と登録番号 ( cid ) について 

バケツト通信の接続先 （ APN ) は、 FOMA 端末の登録番号 ( cid ) 1〜1◦に設定できます。お買い上げ時 、 cid 
の1には mopera に接続するための APN 「 mopera . ne . jp 」 が、3には mopera U に接続するための APN 
「 mopera . net 」 が登録されています。その他のプ□バイダや社内 LAN に接続する場合は、 cid 2 または4〜10 
に APN を登録します。 

•接続先 （ APN ) については、プ□バイダまたはネツトワーク管理者にお問い合わせください。 

籲接続先の設定は、パケツト通信用の電話帳登録として考えられます。接続先の設定項目を FOMA 端末の電話帳 
と比較すると、次のようになります。 


接続先の設定項目 

FOMA 端末の電話帳の登録項目 

登録番号 （ cid ) 

登録番号（メモリ番号） 

APN 

相手の電話番号 


春登録した cid はダイヤルアップ接続設定での接続番号となります。 
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接続先 （APN) を設定する 

設定するには、 AT コマンドを入力するための通信ソフトが必要です。ここでは Windows 標準添付の「八イパー 
ターミナル」を使った設定方法を説明します。 


〈例〉 Windows XP で設定するとき 

バソコンと FOMA 端末を接続 

接続方法 — P 5 

[スタート]をクリック — 「すべてのプ□グラム」 （Windows 2000の場合は 
「プ□グラム」 ）— 「アクセサリ」 — 「通信」を順に選択して「ハイパーターミナ 
ル」をクリック 


3 


「名前」に接続先名など任意の名前を入力— [0K] をクリック 


接袋©設定 [?irxi 


新しぃ接続 

名前を入力し、アイコンを逞んで•ください： 

名前妙： 

fxxx ] 

アイ]'ノ屯: 

■龜急矚鐵_角遍 


][ キやンセル I 


• 「接続名」に次の記号（半角文字）は使用できませ 
ん〇 

¥/:*?<> |，’ 


「電話番号」に実在しない電話番号（「0」など）を入力—「接続方法」が 
「FOMA F 903 iX HIGH-SPEED」 に設定されていることを確認 —[OK] をク 
■J ック 



市外局番はパソコンの環境により異なります。接 
続先 （ APN ) の設定とは関係ありませんので、変 
更不要です。 


「接続」画面で[キャンセル]をクリック 
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接続先 （APN) を 「AT+CGDCONT=<cid>,"PPP", n <APN> n 」 の形式で入 
力 —0 

<cid> : 2または4〜1◦の範囲で任意の番号 
<APN> :接続先 （ APN ) 


ファイル©編集 (£) 表示秘 jiffte) 転送 QD ヘルブ砂 

D 运 3 -OS IS* 


AT + CGDC 0 NT =2，" PPP "," ABC " 


• + CGDCONT コマンド — P 48「 AT コマンドの補 
足説明」 

• コマンドを入力しても画面に表示されない場合 
は、 ATE 1と入力し、0を押します。 


roKj と表示されていることを確認して「ファイル」をクリック — 「八イパー 
ターミナルの終了」をクリック 


編集®表示 ⑻ iift(o) 転送 (D ヘルプ (ti) 

新しい招続 (M) 

閉⑽… 

上喾き保存 
名前を付けて保存込〉... 


ABC " 

ページ設定 ( U )... 

印刷砂.. 

ブロパティ® 

ハイパ- $-5 ナル©終了凶 Alt + F 4 




切断の確認で「はい」をクリック — 保存の確認で「いいえ」をクリック 


発信者番号の通知/非通知を設定する 


発信者番号はお客様の大切な情報です。通知する際には十分にご注意ください。 

參 mopera U または mopera を利用する場合、「非通知」に設定すると接続できません。 


〈例〉 Windows XP で設定するとき 

バソコンと FOMA 端末を接続 

接続方法 — P 5 

[スタート]をクリック — 「すべてのプ□グラム」 （Windows 2000の場合は 
「プ□グラム」 ）— 「アクセサリ」 — 「通信」を順に選択して「ハイパーターミナ 
ル」をクリック 
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「接続」画面で[キャンセル]をクリック 


発信者番号の通知/非通知を 「AT*DGP^=<n>」 の形式で入力 —0 


< n > 

0 

1 

2 


〇〜2 

そのまま接続（お買い上げ時） 
184を付けて接続（非通知） 
186を付けて接続（通知） 


ファイル©編集®表示祕通 f 言 (© 転送®ヘルブ砂 

D ^ I nos ^ 


コマンドを入力しても画面に表示されない場合 
は、 ATE 1 と入力し、0を押します。 


flT*DGPIR=0 


「名前」に接続先名など任意の名前を入力— [OK] をクリック 

• 「接続名」に次の記号（半角文字）は使用できませ 


% 


名前を入力し、アイ]ンを逞んでく饺 CV 
名前妙： 


|> 00 < 


アイコン ( P : 


^^1 _參囑 1 義曝應爾 


> 


J I キャンセル I 


ん〇 

¥/: * ?◊ド 


「電話番号」に実在しない電話番号（「0」など）を入力—「接続方法」が 
「FOMA F 903 iX HIGH-SPEED」 に設定されていることを確認 —[OK] をク 
■ J ツク 


% 


電話番号の牾報を入力してくださ u 


f 03~ 


国/地域番号 (0: 日本 （81) 
市外局番 (£> : 

電話番号(沙 
接続方法(吵： 






IFOMA F903iX HIGH-SPEED 


OK | 匚キゃンセル 


市外局番はパソコンの環境により異なります。接 
続先 （ APN ) の設定とは関係ありませんので、変 
更不要です。 
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「0K」 と表示されていることを確認して「ファイル」をクリック — 「八イパー 
ターミナルの終了」をクリック 


JSpil? 

新しい接続 ( N ) 


編集®表示秘 iifS ( c ) 転送 QD ヘル ブ ㈣ 


KN ) 

醜)… 

上喾き保存 < S > 

名前を付けて保存込)... 


ページ設定眼 
印刷 (£)... 


プロパティ® 


ハイパートミナル®終了凶 Alt + F 4 


切断の確認で「はい」をクリック — 保存の確認で「いいえ」をクリック 

ダイヤルアップネットワークでの通知/非通知設定について 

ダイヤルアップネットワークの設定でも、接続先の番号に186 (通知）/184 (非通知）を付けられます。 

• * DGPIR コマンド、ダイヤルアップネットワークの設定の両方で設定を行った場合の発信者番号の通知/非 
通知は次のとおりです。 


* DGP 旧コマンド 
ダイヤルアップネッによる設定 
ワークの設定 （く cid >=3 の場合）^—— 

設定なし 

非通知 

通知 

氺 99 氺氺氺 3# 

通知 

非通知 

通知 

184 氺 99 氺氺氺 3# 

非通知 

186 * 99 氺氺氺 3# 

通知 


Windows XP でダイヤルアップネットワークを設定する 


接続先を設定する 

[スタート]をクリック — 「すべてのプ□グラム」 — 「アクセサリ」 — 「通信」 
を順に選択して「ネットワーク接続」をクリック 

「ネットワークタスク」の「新しい接続を作成する」をクリック 



「新しい接続ウイザードの開始」画面で[次へ]をクリック 
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「インターネットに接続する」を選択して[次へ]をクリック 



「接続を手動でセツトアップする」を選択して[次へ]をクリック 



「ダイヤルアップモデムを使用して接続する」を選択して[次へ]をクリック 



「モデムー FOMA F 903 iX HIGH-SPEED (COMx)J のみを選択して[次へ] 


をク ij ック 



• X はパソコンの環境により、異なった数字が表示さ 
れます。 

• インス!-ールされているモデムが1台の場合、この 
画面は表示されません。 
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nsp 名」に任意の接続名を入力—[次へ]をクリック 



「接続名」の先頭に.（半角文字）は使用できませ 
ん。また、次の記号（半角文字）は使用できません。 
¥/:*?<> |，’ 


「電話番号」に接続先の電話番号（パケット通信の場合は 「*99***<cid> 
#」）を半角で入力—[次へ]をクリック 

<cid> : P 29 「接続先 （ APN ) を設定する」で登録した cid 番号 



mopera U または mopera へ接続する場合は次の 
ように入力します。 


接続先 

パヶット通信 

64K データ通信 

mopera U 

*99* * *3# 

氺8701 

mopera 

氺99氺氺氺1# 

氺9601 


「ユーザー名」を入力—「パスワード」を入力—「パスワードの確認入力」を入 
力—各項目を画面例のようにすベて選択して[次へ]をクリック 



• 接続先が mopera U または mopera の場合、「ユー 
ザー名」「パスワード」「パスワードの確認入力」 
は空欄でもかまいません。 


「新しい接続ウィザードの完了」画面で[完了]をクリック 
「FOMA へ接続」画面で設定内容を確認して[キャンセル]をクリック 

• ここではすぐに接続せずに、設定の確認だけを行います。 
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TCP/IP プロトコルを設定する 


作成した接続先アイコンを選択して「ファイル」をクリック — 「プロパティ」を 
ク U ック 



[全般]タブの各項目の設定を確認 



• 複数のモデムがインス!-ールされている場合は、 
「接続方法」の「モデム - FOMA F 903 iX HIGH ¬ 
SPEED ( COMx ) 」のみを選択します （ x はパソ 
コンの環境により、異なった数字が表示されま 
す)。 

• 「ダイヤル情報を使う」を非選択 （ | ) にします。 


3 


[ネットワーク]タブをクリック — 各項目を画面例のように設定 


r * FOMA ® ブ。パティ 0反! 


MM ネツトワ-ク__設定 


〇手 u 出すタイヤルアップサ-パーの種類© 



[ インストール(沙 ...I 丨 I に [ ブ□パテイ ( B ) I 


• 「この接続は次の項目を使用します」欄の 「QoS 
バケットスケジューラ」は設定を変更できません 
ので、そのままにしてください。 

• プ□バイダなどから IP および DNS 情報の設定が 
指示されている場合は、「インターネットプ□卜 
コル （ TCP / IP ) 」を選択し[プロパティ]をク 
リックして、各種情報を設定してください。 


説明 



[ OK ] Iキャンセル] 


[設定]をク U ツク 
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フバル©編集® 表示邸 te 気に入り ㈤ ツール®詳細設定⑽~け砂 



■ 「所在地情報」画面が表示されたとき 

① 「市外局番/エリアコード」に市外局番を入力— [0K] をクリック 

② 「電話とモデムのオプション」画面で [0K] をクリック 

「ネットワークの接続ウイザードの開始」画面で[次へ]をクリック 
「インターネットにダイヤルアップ接続する」を選択して[次へ]をクリック 

ネクトワ-ク接接®種類 M 

ネットワ-ク構成や必要性に応 b た種類のネゥトワ“ク接続を作成できまサ。 珍 


〕吣を使って格続します。 

タイン奋ーネ9 Nz ダイVルア9ブ接篇#る汹 

電話回線（モデムまたは BDN) を使ってインターネットに格続します。 
r インターネ，卜 g 由でブライべ一トネ9トワーク t 接痪す SQ0 
仮想ブライべ一トネットヮーク CVPN) 接続を作成するか、またはインろ 
r 菪信接鋳を受け付け 

電話回線、インタ-ネット、またはケ-ブル接続を使ってほかの]ンピ; L- 知^こ©]ンビュ-夕に招続 

r ほか CD] ンビ1ータに直接接接する似 

赤外線ボート 


t インターネットをトンネルして格続します。 


シリアル、パラレルまたは赤外線ボートを使って接続します。 


キやンセル J 


すべての項目を非選択（厂）に設定— [0K] をクリック 



「FOMA のプ□パティ」画面で [OK] をクリック 

通信を実行する — P 21 


Windows 2000でダイヤルアップネットワークを設定する 


接続先を設定する 

[スタート]をクリック — 「プ□グラム」 — 「アクセサリ」 — 「通信」を順に選 
択して「ネットワークとダイヤルアップ接続」をクリック — [新しい接続の作 
成]アイコンをダブルクリック 


2 3 
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「インターネット接続を手動で設定するか、または□一カルエリアネットワーク 
(LAN) を使って接続します」を選択して[次へ]をクリック 




5 


「電話回線とモデムを使ってインターネットに接続します」を選択して[次へ] 
をク ij ック 


「インターネットへの接続に使うモデムを選択する」が 「FOMA F 903 iX HIGH- 
SPEED」 に設定されていることを確認して[次へ]をクリック 

インス I -ールされているモデムが1台の場合、この画面は表示されません。 
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「電話番号」に接続先の電話番号（パケット通信の場合は 「*99***<cid> 
#」）を半角で入力—[詳細設定]をクリック 

<cid> : P 29 「接続先 （ APN ) を設定する」で登録した cid 番号 



• mopera U または mopera へ接続する場合は次の 
ように入力します。 


接続先 

パケット通信 

64K データ通信 

mopera U 

氺 99 氺氺氺 3# 

氺 8701 

mopera 

氺 99 氺氺氺 1# 

氺 9601 


• 「市外局番とダイヤル情報を使う」を非選択（| .) 
にします。 


[接続]タブの各項目を画面例のように設定 



掊続|アドレス| 


接続の棰類 

<*• ippp り 0 . p —!*. ブ Pi •口叫殿 

17 LCP 拡張を無妫に寸5(以 
r SUP (Serial Line Internet ブロ トコル〉 @ 

C C-SLIP (Compressed Serial Line Internet プロ トコル〉 (L) 

- C 0 .ォンの手続き^^ 

なし⑽ 

r 手肋で•□ヴォン ( m ) 
r ロク.ォンスクリブトの使用 ( u >: 

ス如ブト①：| 参照®- | 


] キャンセル」 


9 


[アドレス]タブをクリック — 各項目を設定 



プ□バイダなどから IP および DNS 情報の設定が 
指示されている場合は、各種情報を設定してくだ 
さい。 

接続先が mopera U または mopera の場合は、設 
定を変更しなくてもかまいません。 


[OK] をクリック 
[次へ]をクリック 
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12 


「ユーザー名」を入力- ► 「パスワード」 



，麟槪-ザ識■組驗名施翻歡ュ-ザ 


ユ+名⑲：『 


を入力- ► [次へ]をクリック 

• 接続先が mopera U または mopera の場合、「ユー 
ザー名」「パスワード」は空欄でもかまいません。 
[次へ]をクリックし、入力されていないことを確 
認する画面が表示されたら、[はい]をクリックし 
ます。 


「接続名」に任意の接続名を入力—[次へ]をクリック 



• 「接続名」の先頭に.(半角文字)は使用できません。 


「いいえ」を選択して[次へ]をクリック 



[完了]をクリック 


TCP / IP プロトコルを設定する 

作成した接続先アイコンを選択して「ファイル」をクリック — 「プ□パティ」を 
ク ij ック 
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2 


[全般]タブの各項目の設定を確認 



• 複数のモデムがインストールされている場合は、 
「接続の方法」の「モデム - FOMA F 903 iX HIGH ¬ 
SPEED ( COMx )」 のみを選択します （ x はバソコ 
ンの環境により、異なった数字が表示されます)。 

• モデムを変更した場合は、「電話番号」の各項目が 
初期化されますので、もう一度接続先電話番号を 
入力してください。 

• 「ダイヤル情報を使う」を非選択 （ | .) にします。 


[ネットワーク]タブをクリック — 各項目を画面例のように設定 




[設定]をクリック — すべての項目を非選択（厂）に設定— [0K] をクリック 


[0K] をクリック 

通信を実行する — P 21 
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AT コマンド 

AT コマンドとは、パソコンで FOMA 端末の各機能を設定するためのコマンド（命令）です 。 FOMA 
端末は AT コマンドに準拠し、さらに拡張コマンドの一部や独自の AT コマンドをサボートしてい 
ます。 


AT コマンドについて 


AT コマンドの入力形式 

AT コマンドは、コマンドの先頭に必ず 「 AT 」 を付けて、半角英数字で入力してください。 


〈例〉 ATD コマンドで mopera U に接続するとき 

ATD^99^ * ^3#0 

| リターンマーク： Enter キーを押します。コマンドの区切りになります。 

パラメータ：コマンドの内容です。 

コマンド：コマンド名です。 

at コマンドは、コマンドに続くパラメータを含めて、必ず1行で入力します。1行とは最初の文字から g を押 
した直前までの文字のことで、 「 AT 」 を含む最大16◦文字入力できます。 

AT コマンドの入カモード 

AT コマンドで FOMA 端末を操作する場合は、パソコンをターミナルモードにしてください。ターミナルモード 
とは、パソコンを1台の通信端末のように動作させるモードです。ターミナルモードにすると、キーボードから 
入力された文字がそのまま通信ポートに送られ、 FOMA 端末を操作できます。 

•オフラインモード 

FOMA 端末が待受の状態です。通常 AT コマンドで FOMA 端末を操作する場合は、この状態で操作します。 

籲オンライン データモード 

FOMA 端末が通信中の状態です。この状態のときに AT コマンドを入力すると、送られてきた文字をそのまま 
通信先に送信して、通信先のモデムを誤動作させる場合がありますので、通信中は AT コマンドを入力しない 
でください。 

• オンラインコマンドモード 

FOMA 端末が通信中の状態でち、 AT コマンドで FOMA 端末を操作できる状態です。その場合、通信先との接 
続を維持したまま AT コマンドを実行し、終了すると再び通信を続けられます。 

■ オンラインデータモードとオンラインコマンドモードを切り替えるとき 

FOMA 端末をオンラインデータモードからオンラインコマンドモードに切り替えるには、次の方法がありま 
す。 

• +++コマンドまたは S 2 レジスタに設定したコードを入力します。 

•「 AT & D 1」 に設定されているときに、 RS -232 C ※の ER 信号を OFF にします。 

※ USB インタフェースにより、 RS -232 C の信号線がエミュレートされていますので、通信アプリケーショ 
ンによる RS -232 C の信号線制御が有効になります。 

また、オンラインコマンドモードからオンラインデータモードに切り替えるには、 「 ATO 0」 と入力します。 
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AT コマンドー覧 


• FOMA F 903 iX HIGH-SPEED (モデム）で使用できる AT コマンドです。 

籲パソコンや通信ソフトのフォント設定により、「¥」を入力しても「\」と表示される場合があります。 

• FOMA 端末の電源を切らずに電池ノ V ° ックを取り外した場合、設定値が記録されないことがあります。 


上段：コマンド下段：実行例 

説明 

A / 

直前に実行したコマンドを再実行します。 

直前の応答が 「 ERROR 」 の場合は 「 ERROR 」 を返します。 

N 

0 K 

AT 

A /、 +++以外のコマンドの先頭に付けて、本一覧のコマンドを使用します。本コマンドのみで 
使用すると、 FOMA 端末が AT コマンドを使用できる状態のときに 「0 K 」 を返します。 

AT 0 

OK 

ATA 

バケット着信および 64 K データ通信の着信時に入力すると、着信処理を行います。 

バケット着信中には次のコマンドが入力できます。 

ATA 184 :発信者番号通知なし着信動作 ATA 186 :発信者番号通知あり着信動作 

RING 

ATA 0 

CONNECT 

ATD 

ATD *99* * *< cid > 井：バケット通信の発信処理を行います。 

< cid > または* * *< cid > を省略すると < cid >=1 になります。 

ATD の後に186または184を挿入し、発信者番号の通知/非通知を指定できます。 

ATD [パラメータ][電話番号]: 64 K データ通信の発信処理を行います。 

電話番号に次の文字以外を入力すると発信できません。 

〇〜9、ホ、#、 A 、 a 、 B 、 b 、 C、c 

また、次の文字と空白は入力できますが、ダイヤル時には認識されません。 

，、レ、@、 D 、 d 、 P 、 p 、 T 、 t 、 W、w 

ATDN または ATDL でリダイヤル発信ができます。 

ATD * 99 * * * 1 # 0 
CONNECT 

ATE < n > 扪 

パソコンから送信されたコマンドに対して、 FOMA 端末がエコーを返すかどうかを設定します。 
n =0 :エコーパックなし n =1 :エコーパックあり（お買い上げ時） 

通常は n =1 で使用します。パソコンにエコー機能がある場合、 n =0 に設定すると文字が二重に 
表示されなくなります。 

ATE 1 回 

OK 

ATH 

通信中に入力すると、回線を切断します。 

オンフインコマンドモードで実行してください。 — P 41 

ATH 0 

NO CARRIER 

ATI < n > 

確認コードを表示します。 

n =0 : 「NTT DoCoMo 」 n =1 : FOMA 端末の機種名を表爪 

n =2 : FOMA 端末のパージョンを表示 n =3 : ACMP 信号の要素を表示 

n =4 : FOMA 端末で通信可能な機能の詳細を数値で表示 

ATIO 0 

NTT DoCoMo 

OK 

ATO 

通信中にオンラインコマンドモードからオンラインデータモードに戻します。 

ATO 0 

CONNECT 

ATQ < n > ※ 1 

リザルトコードを表示するかどうかを設定します。 
n =0 :表爪（お買い上げ時） n =1 :表爪しない 

ATQO 0 

OK 

ATS 0=< n > 

FOMA 端末が自動着信するまでの呼出回数を設定します。 

n =0 :自動着信なし（お買い上げ時） n =1 〜255 :指定したリング数で自動着信 

ATS 0? :現在の設定を表示 

ATS 0=0 0 

OK 

ATS 2=< n > 

エスケープキャラクタの設定を行います。 

n =0 〜127 (お買い上げ時 n =43) n =1 27に設定するとエスケープは無効になります。 

ATS 2? :現在の設定を表示 

ATS 2=43 0 

OK 

ATS 3=< n > 

コマンド文字列の最後を認識する復帰 （ CR ) キャラクタの設定を行います。エコーパックされ 
たコマンド文字列とリザルトコードの最後に付きます。 
n =13 (固定値) 

ATS 3? :現在の設定を表示 

ATS 3=13 0 

OK 

ATS 4 二 < n > 

改行 ( LF ) キャラクタの設定を行います。英文字でリザルトコードを表示する場合、復帰 （ CR ) 
キャフクタの後に付きます。 
n =10 (固定値） 

ATS 4? :現在の設定を表示 

ATS 4=1 O 0 

OK 
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上段：コマンド下段：実行例 

説明 

ATS 5=< n 〉 

パックスぺース （ BS ) キャラクタの設定を行います。コマンド入力中にこのキャラクタを検出 
すると、入カバッファの最後のキャフクタを削除します。 
n =8 (固定値） 

ATS 5? :現在の設定を表示 

ATS 5=8 0 

OK 

ATS 6=< n > 

ダイヤルするまでのポーズ時間（秒）を設定できますが、動作しません。 
n = : 2〜10 (お買い上げ時 n =5) 

ATS 6? :現在の設定を表示 

ATS 6=5 0 

OK 

ATS 8=< n > 

カンマダイヤルするまでのポーズ時間（秒）を設定できますが、動作しません。 
n =0 〜255 (固定値 n =3) 

ATS 8? :現在の設定を表示 

ATS 8=3 0 

OK 

ATS 10=< n > 扪 

自動切断の遅延時間 （1/10 秒）を設定できますが、動作しません。 
n =1 〜255 (お買い上げ時 n =1) 

ATS 10?:現在の設定を表示 

ATS 10=1 0 

OK 

ATS 30=< n > 

64 K データ通信時、データの送受信がない場合に切断するまでの時間（分）を設定します。 
n =0 〜255 :(お買い上げ時 n =0、 n =0 は不活動タイマ OFF ) 

ATS 30? :現在の設定を表示 

ATS 30=0 0 

OK 

ATS 103=< n > 

64 K データ通信で、着サプアドレスを付けて発信する場合の区切りを設定します。 
n =0 : * n =1 :/ (お買い上げ時） n =2 : ¥または\ 

ATS 103?:現在の設定を表示 

ATS 103=1 0 

OK 

ATS 104 二く n > 

64 K データ通信で、発サプアドレスを付けて発信する場合の区切りを設定します。 
n =0 : # n =1 : 96 (お買い上げ時） n =2 : & 

ATS 104?:現在の設定を表示 

ATS 104=1 0 

OK 

ATV < n > ※ 1 

リザルトコードの表示方法を設定します。 

n =0 :数字表爪 n =1 :英文字表 w (お買い上げ時） 

ATV 1 0 

OK 

ATX < n > 扪 

ビジ—!ン、ダイヤル!ンの検出を行うがどうかと、接続時の 「 CONNECT 」 に速度を表 
w するかどうかを設定します。 

ビジー! -- ン検出：接続先が通話中のとき 「 BUSY 」 応答を送出 

ダイヤルトーン検出： FOMA 端末に接続されているがどうがを判定 

n =0: ビジー!ン検出なし、ダイヤル!ン検出なし、速度表示なし 

n =1 :ビジー!ン検出なし、ダイヤル!ン検出なし、速度表示あり 

门=2 :ビジートーン検出なし、ダイヤルトーン検出あり、速度表示あり 

门=3 :ビジートーン検出あり、ダイヤルトーン検出なし、速度表示あり 

n =4: ビジー!ン検出あり、ダイヤル!ン検出あり、速度表示あり（お買い上げ時） 

n =0 に設定すると、 AT & E および AT ¥ V コマンドが無効になります。 

ATX 4 0 

OK 

ATZ 

FOMA 端末の AT コマンド設定を不揮発メモリの内容にリセットします。 

通信中に実行すると、回線を切断（「 N 0 CARRIER 」 を表 tjO してがらリセットします。 

ATZ 0 

OK (オフライン時） 

AT 96 V 

FOMA 端末のパージョンを表示します。 

AT 96 V 0 

Verl.OO 

OK 

AT & C < n > 

DTE への回路 CD ( DCD ) 信号の動作条件を設定します。 

n =0 :常に ON n =1 :回線接続状態に従い変化（お買い上げ時） 

n =0 に設定する場合は、接続完了時の 「 CONNECT 」 を送出する直前に CD 信号を ON にします。 
回路が切断され、「 N 0 CARRIER 」 を送出する直前に CD 信号を 0 FR こします。 

AT & C 1 0 

OK 

AT & D < n > 扪 

オンラインデータモードのときに、 DTE から受け取る回路 ER ( DTR ) 信号が ON から OFF に変 
わったときの動作を設定します。 
n =0 :状態を無視（常に ON とみなす） 

n =1 : ON から OFF に変わるとオンラインコマンドモードに移行 

n =2 : ON がら OFF に変わると回線を切断しオフラインモードに移行（お買い上げ時） 

AT & D 2 0 

OK 

AT & E < n > ※ 1 

接続時の速度表示仕様を設定します。 
n =0 :無線区間通信速度を表ホ 

n =1 :パソコンと FOMA 端末間の通信速度を表示（お買い上げ時） 

AT & E 1 0 

OK 

AT&F 

FOMA 端末の AT コマンド設定をお買い上げ時の状態に戻します。 

通信中に実行すると、回線を切断（「 N 0 CARRIER 」 を表爪）してが6民します。 

AT & F 0 

OK (オフライン時） 
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上段：コマンド下段：実行例 

説明 

AT & S く n > 扪 

DTE へ出力するデータセットレディ （ DR ) 信号の制御を設定します。 
n =0 :常に ON (お買い上げ時） n =1 :接続時に ON 

AT&SO 0 

0 K 

AT&W 

現在の設定を FOMA 端末に記録します。 

AT & W 0 

0 K 

AT * DANTE 

FOMA 端末の受信レベルを r * DANTE : < n > J の形式で表示します。 
n =0 :圏外 n =1 : FOMA 端末の受信レベルのアンテナが0または1本 

n =2 : FOMA 端末の受信レベルのアンテナが2本 
n =3 : FOMA 端末の受信レベルのアンテナが3本 

AT * DANTE =? :表示可能な値のリストを表示 

AT * DANTE 0 
* DANTE : 3 

OK 

AT * DGANSM =< n > 紅 

パケット着信呼に対する着信拒否/許可を設定します。 
n =0 :着信拒否設定 OFF 、 着信許可設定 OFF (お買い上げ時） 
n =1 :着信拒否設定 ON n =2 :着信許可設定 ON 

AT * DGANSM ? :現在の設定を表示 AT * DGANSM =? :設定可能な値のリストを表示 

AT * DGANSM = O 0 

OK 

AT * DGAPL =< n >[,< cid >] 

※之 

パケット着信呼に対して着信を許可する接続先 ( APN ) を設定します。 APN は + CGDCONT コ 
マンドで定義した < cid > を使用します。 

n =0 :着信許可リストに追加 n =1 :着信許可リストがら削除 

く cid > を + CGDCONT コマンドで定義していない場合でも、リストへ追加または削除します。 

く cid > を省略した場合は、すべての < cid > をリストに追加または削除します。 

AT * DGAPL ? :現在の設定を表示 AT * DGAPL =? :設定可能な値のリストを表示 

AT * DGAPL =0,1 0 

OK 

AT * DGARL 二 < n > [,< cid >] 

※之 

パケット着信呼に対して着信を拒否する接続先 ( APN ) を設定します。 APN は + CGDCONT コ 
マンドで定義した < cid > を使用します。 

n =0 :着信拒否リストに追加 n =1 :着信拒否リストから削除 

く cid > を + CGDCONT コマンドで定義していない場合でも、リストへ追加または削除します。 
< cid > を省略した場合は、すべての < cid > をリストに追加または削除します。 

AT * DGARL ? :現在の設定を表示 AT * DGARL =? :設定可能な値のリストを表示 

AT * DGARL =0,1 0 

OK 

AT * DGPIR =< n > 

パケット通信確立時に、発信者番号を通知するかどろかを設定します。発信時、着信時に有効 
です。 

n =0 : APN にそのまま接続（お買い上げ時） n =1 : APN に184を付けて接続 

n =2 : APN に186を付けて接続 

ダイヤルアップネットワークでも通知/非通知を設定した場合— P 32 

AT * DGPIR ? :現在の設定を表示 AT * DGPIR =? :設定可能な値のリストを表示 

AT * DGPIR = O 0 

OK 

AT*DRPW 

FOMA 端末が受信する電波の受信電力指標を 「* DRPW :< n >」 の形式で表示します。 

AT * DRPW =? :表爪可能な値のリストを表爪 

AT * DRPW 0 
ホ DRPW : 0 

OK 

AT+CAOC 

直前通話料金を表示します。 

AT+CAOC 0 
+CAOC : "000024" 

OK 

AT+CBC 

FOMA 端末の電池残量を 「+CBC : く bcs >,< bcl >」 の形式で表示します。 

bcs =0 :電池パックから電源の供給あり bcs =1 :電池パックから電源の供給なし 

bcs =2 :電池パックが取り外されている bcs =3 :電源供給エラー 

bcl =0 :電池残量なしまたは電池パックが取り外されている bcl =1 〜100:電池残量あり 

AT + CBC 二？：表示可能な値のリストを表示 

AT+CBC 0 
+CBC : 0,100 

OK 

AT + CBST =< n >,1,0 ※ 1 

利用する回線を設定します（ベアラサービスの設定)。 
n =116 : 64000 bps (64 K データ通信、お買い上げ時） 

n =131 : 32000 bps (32 K テレビ電話） n =134 : 64000 bps (64 K テレビ電話） 

AT + CBST ? :現在の設定を表示 AT + CBST =? :設定可能な値のリストを表示 

AT + CBST =116,1,00 

OK 

AT+CEER 

直前の通信の切断理由を表示します。 

切断理由一覧 — P 47 

AT+CEER 0 
+ CEER : 36 

OK 

AT+CGDCONT 紅 

パケット通信の接続先 （ APN ) を設定します。 — P 48 

AT + CGDCONT ? :現在の設定を表爪 AT + CGDCONT 二？：設定可能な値のリストを表爪 

AT + CGDCONT =2," ppp","a 

bc "0 

OK 
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上段：コマンド下段：実行例 

説明 

AT+CGEQMIN 紅 

パケット通信確立時にネットワーク側から通知される QoS (サービス品質）を許容するかどう 
かの判定基準を設定します。 — P 48 

AT + CGEQMIN ? :現在の設定を表示 AT + CGEQMIN =? :設定可能な値のリストを表示 

AT + CGEQMIN =2 0 

OK 

AT+CGEQREQ 紅 

パケット通信の発信時にネットワークへ要求する QoS (サービス品質）を設定します。 — P 49 
AT + CGEQREQ ? :現在の設定を表爪 AT + CGEQREQ =? :設定可能な値のリストを表爪 

AT + CGEQREQ =3 0 

OK 

AT+CGMR 

FOMA 端末のパージョンを表示します。 

AT+CGMR 0 

1234567890123456 

OK 

AT + CGREG 二 < n > 扪 

ネットワーク登録状態を通知するかどうかを設定します。通知される内容は圏内/圏外です。 
n =0 :通知なし（お買い上げ時） 

n =1 :圏内が6圏外または圏外から圏内へ移動時 「+CGREG : < stat >」 の形式で通知 
stat =0 :圏外 stat =1 :圏内 stat =4 :不明 

AT + CGREG ? : 「+CGREG : く n >,< stat >」 の形式で現在の設定と状態を表示 

AT + CGREG =? :設定可能な値のリストを表示 

AT + CGREG =0 0 

OK 

AT+CGSN 

FOMA 端末の製造番号を表示します。 

AT+CGSN 0 
123456789012345 

OK 

AT + CLIP =< n > -※ 1 

64 K データ通信の着信時に、相手の発信番号をパソコンに表示するかどうかを設定します。 
n =0 :リザルトを表爪しない（お買い上げ時） n =1 :リザルトを表 w する 

AT + CLIP ? : r+CLIP : < n >,< m >」 の形式で現在の設定と状態を表示 

m =0 :発信時に相手に番号を通知しない NW 設定 

m =1 :発信時に相手に番号を通知する NW 設定 m =2 :不明 

AT + CLIP =? :設定可能な値のリストを表示 

AT + CLIP =0 0 

OK 

AT + CLIR =< n > ※ 2 

64 K データ通信の発信時に、電話番号を相手に通知するがどうがを設定します。 
n =0 :サービスご契約の設定に従う n =1 :通知しない 

n =2 :通知する（お買い上げ時） 

AT + CLIR ? : 「+CLIR : < n >,< m >」 の形式で現在の設定と状態を表示 
m =0 : CLIR は未起動（常時通知） m =1 : CUR は常時起動（常時非通知） 

m =2 :不明 m =3 : CLIR テンポラリーモード（非通知デフオルト） 

m =4 : CLIR テンポラリーモード（通知デフオルト） 

AT + CLIR =? :設定可能な値のリストを表示 

AT + CLIR =2 0 

OK 

AT + CMEE =< n > ※ 1 

FOMA 端末のエラーレポートの有無を設定します。 

n =0 :リザルトコードを使用せずに 「 ERROR 」 を表ホ（お買い上げ時） 

n =1 :リザルトコードを使用し、数字で理由を表示 

n =2 :リザルトコードを使用し、英文字で理由を表示 

n =1 または n =2 に設定すると 、 「+CME ERROR : xxxx 」 の形式で理由を表示します （ xxxx に 
は、数字または英文字が表示されます)。 - P 47 「エラーレポートー覧」 

AT + CMEE ? :現在の設定を表示 AT + CMEE =? :設定可能な値のリストを表示 

AT + CMEE =0 0 

OK 

AT+CNUM 

FOMA 端末の自局電話番号を 「+CNUM : ,< number >,< type > J の形式で表示します。 

number :自局電話番号 

type =129 :国際アクセスコード+を含まない 

type =145 :国際アクセスコード+を含む 

AT+CNUM 0 

+CNUM :，"〇90123456 78", 

129 

OK 

AT + COPS =< n >,2,< oper > 

※之 

接続する通信事業者の検索方法を設定します。 

n =0 :オート（お買い上げ時） n =1 :マニュアル n =3 :マッピングしない 

n =1 に設定した場合は、 < oper > に PLMN Nunber を16進数で設定します 0 

AT + C 0 PS ? :現在の設定を表示 AT + C 0 PS =? :設定可能な値のリストを表示 

AT + COPS =0 0 

OK 

AT+CPAS 

FOMA 端末が外部機器に AT コマンドを送受信できる状態かどうかを 「+ CPAS =< n >」 の形式 
で表ホします。 

n =0 :可能 n =1 :不可能 n =2 :状態不明 n =3 :可能かつ着信中 

n =4 :可能かつ通信中 

AT + CPAS =? :表示可能な値のリストを表示 

AT+CPAS 0 
+CPAS : 0 

OK 
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上段：コマンド下段：実行例 

説明 

AT + CPIN 二” < pin >" 
"< newpin >" 

PIN 1/ PIN 2 コードや PIN ロック解除コードの入力が必要な場合に、これらを入力します 。 PIN 
ロック解除コードの入力が必要な場合は、 < newpin > に新しい PIN 1/ PIN 2 コードを入力しま 
す。 PIN 1/ PIN 2]- ドの入力が要求されているときにく newpin 〉 を入力しても、 PIN 1/ PIN 2 
コードの変更はできません。 

AT + CPIN ? :現在の要求されているコードを 「 CPIN =< n >」 の形式で表示 
n 二 READY :コード入力の要求なし n=SIM PIN : PIN 1]- ド入力待ち 

n 二 SIM PIN 2 : PIN 2 コード入力待ち 

n=SIM PUK ： PIN 1 ロック解除失敗により PIN ロック解除コード入力待ち 
n=SIM PUK 2 : PIN 2 ロック解除失敗により PIN ロック解除]-ド入力待ち 

AT + CPIN ="0000" 0 

OK 

AT + CR 二 < n > 扪 

接続時に 「 CONNECT 」 が表示される前に、通信の種別を表示するがどうがを設定します。 
n =0 :表爪しない（お買い上げ時） n =1 : 「+CR : < serv > J の形式で通信の種別を表ホ 

serv=GPRS :バケツト通信 serv=SYNC : 64 K データ通信 

serv = AV 32 K : 32 K テレビ電話 serv = AV 64 K : 64 K テレビ電話 

AT + CR ? :現在の設定を表示 AT + CR =? :設定可能な値のリストを表示 

AT + CR =0 0 

OK 

AT + CRC =< n > ※ 1 

着信時に + CRING のリザルトコードを使用するかどうかを設定します。 
n =0 :使用しない（お買い上げ時） 

门=1 : 「+CRING : く type 〉」 のリザルトコードを使用する 

type=GPRS " PPP ",„"< APN >" :バケット通信 type=SYNC : 64 K データ通信 

type = AV 64 K : 64 K テレビ電話 type = AV 32 K : 32 K テレビ電話 

AT + CRC ? :現在の設定を表示 AT + CRC =? :設定可能な値のリストを表示 

AT + CRC =0 0 

OK 

AT+CREG 二 < n > 扪 

ネットワークの圏内/圏外情報を表示するかどうかを設定します。 
n =0 :通知なし（お買い上げ時） 

n =1 :圏内から圏外または圏外が6圏内へ移動時 「+CREG : < stat >」 の形式で通知 
stat =0 :圏外 stat =1 :圏内 stat =4 :不明 

AT + CREG ? : r+CREG : < n >,< stat > J の形式で現在の設定と状態を表示 

AT + CREG =? :設定可能な値のリストを表示 

AT + CREG =0 0 

OK 

AT + CUSD 二く n >," く str > ”※ 1 

ネットワークサービスの追加サービス （ USSD 登録）の問い合わせや設定を行います。く str > に 

は、ドコモから通知されたサーピスコードを入力します。 

n =0 :中間リザルトを応答しない（お買い上げ時） 

n =1 :中間リザルトを 「+CUSD : く m >," く str >”,0」 の形式で応答する 

m =0 :情報の要求なし m =1 :情報の要求あり 

AT + CUSD ? :現在の設定を表示 AT + CUSD =? :設定可能な値のリストを表示 

AT + CUSD =0," 0123456 78" 
0 

OK 

AT + FCLASS =< n > 

FOMA 端末がサボートする通信種別を設定します。 
n =0 :データのみサポート（お買い上げ時） 

AT + FCLASS ? :現在の設定を表示 AT + FCLASS =? :設定可能な値のリストを表示 

AT + FCLASS =0 0 

OK 

AT+GCAP 

FOMA 端末でサポートしている AT コマンドの範囲を 「+ GCAP :< n >」 の形式で表示します。 
n 二 +CGSM : GSM コマンドをサポート（一部のみサポートの場合を含む） 
n 二 +FCLASS : + FCLASS コマンドをサボート n=+W : + W コマンドをサボート 

AT + GCAP =? :表示可能な値のリストを表示 

AT+GCAP 0 

+ GCAP : + CGSM .+ FCLASS , 

+W 

OK 

AT+GMI 

FOMA 端末のメーカ名を表示します。 

AT+GMI 0 

FUJITSU 

OK 

AT+GMM 

FOMA 端末の製品名を表示します。 

AT+GMM 0 

FOMA F 903 iX HIGH-SPEED 
OK 

AT+GMR 

FOMA 端末のパージョンを表示します。 

AT+GMR 0 

Verl.OO 

OK 

AT + IFC =< n , m > 扪 

パソコンと FOMA 端末間の□—カルフ□—制御方式を設定します。 
n : DCE by DTE m : DTE by DCE 

0 :フロー制御を行わない 1: XON / XOFF フロー制御を行う 

2 : RS/CS ( RTS / CTS ) フロー制御を行う（お買い上げ時） 

AT + IFC ? :現在の設定を表示 AT + IFC =? :設定可能な値のリストを表示 

AT + IFC =2,2 0 

OK 

AT + WS 46=< n > ⑹ 

発信時に使用する無線ネットワークを設定します。発信に影響は与えません。 
n =22 : FOMA ネットワーク（固定値） 

AT + WS 46? :現在の設定を表示 AT + WS 46=? :設定可能な値のリストを表示 

AT + WS 46=22 0 

OK 
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上段： コマンド 下段：実行例 

説明 

AT¥S 

現在設定されている各コマンドと S レジスタの内容を表示します。 

AT¥S 0 

El QO VI X 4 & C 1 & D 2 & S 0 
_ • • (中略 ）… SI 04=001 
OK 

AT ¥ V < n > ※ 1 

接続時の応答コ_ド仕様を設定します。 

n =0 :拡張リザルトコードを使用しない（お買い上げ時） 

n =1 :拡張リザルトコードを使用する 

AT ¥ VO 0 

OK 

+++ 

通信中に入力すると、オンラインデータモードがらオンラインコマンドモードに移行します。 
エスケープガード区間は1秒の固定値です。 

+++ (非表示） 

OK 


※飞 & W コマンドで RDMA 端末に記録されます。 

※2 & F および Z コマンドによるリセットは行われません。 

※3 & W コマンドを使用する前に Z コマンドを実行すると、最後に記録した状態に戻り、それまでの変更内容は消去されます。 



■パケット通信 


値 

理由 

27 

APN が存在しないか、または正しくありません。 

30 

ネットワークによって切断されました。 

33 

バケット通信の契約がされていません。 

36 

正常に切断されました。 


■ 64K データ通信 


値 

理由 

1 

指定した番号は存在しません。 

16 

正常に切断されました。 

17 

相手側が通信中のため、通信ができません。 

18 

発信しましたが、指定時間内に応答がありません。 

19 

相手側を呼出しましたが応答がありません。 

21 

相手側が着信を拒否しました。 

63 

ネットワークのサービスおよびオプションが有効ではありません。 

65 

提供されていない処理速度を指定しました。 

88 

端末属性の異なる端末に発信したか、または着信を受けました。 


エラーレポートー覧 


数字表示 

文字表示 

理由 

10 

SIM not inserted 

FOMA カードがセツトされていません。 

15 

SIM wrong 

ドコモ以外の SIM (FOMA カードに相当する 1 C カード）が挿入されてい 
ます。 

16 

incorrect password 

パスワードが間違っています。 

100 

unknown 

不明なエラーです。 
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AT コマンドの補足説明 


■ コマンド名： + CGDCONT = [パラメータ] 

• 概要 

バケット通信の接続先 （ APN ) を設定します。 

• 書式 

+ CGDCONT = [< cid > [," PPP " [,"< APN >"]]] 

• パラメータ 説明 
< cid > :1〜10 
< APN > :任意 

※く〇^〉は、 FOMA 端末内に登録するパケット通信での接続先 （ APN ) を管理する番号です。 FOMA 端 
末では「1〜10」が登録できます。お買い上げ時、1には mopera に接続するための APN 「 mopera . ne . jp 」 
が、3には mopera U に接続するための APN 「 mopera . net 」 が登録されています。 

< APN > は接続先を示す接続ごとの任意の文字列です。 

• 実行例 

rabcj という APN 名を登録する場合の]マンド （< cid >=2 の場合） 

AT + CGDC 0 NT =2," PPP "," abc " 0 
OK 

• パラメータを 省略した場合の動作 
AT+CGDCONT= 

すべての< cid >をお買い上げ時の状態に戻します。 

AT+CGDCONT=<cid> 

指定した< cid >をお買い上げ時の状態に戻します。 

■ コマンド名： + CGEQMIN = [パラメータ] 

• 概要 

バケット通信確立時にネットワーク側から通知される QoS (サービス品質）を許容するかどうかの判定基 
準を設定します。 

• 書式 

AT + CGEQMIN 二 [< cid > [„<Maximum bitrate UL > [,<Maximum bitrate DL >]]] 

• パラメータ 説明 
< cid > : 1 〜 10 

<Maximum bitrate UL > :なし（お買い上げ時）または384 
< Maximum bitrate DL > :なし(お買い上げ時）または3648 

※く〇^ンは、 FOMA 端末内に登録するパケット通信での接続先 （ APN ) を管理する番号です。 FOMA 端 
末では「1〜10」が登録できます。お買い上げ時、1には mopera に接続するための APN 「 mopera . ne . jp 」 
が、3には mopera U に接続するための APN 「 mopera . net 」 が登録されています。 

< Maximum bitrate UL > およびく Maximum bitrate DL > では、 FOMA 端末と基地局間の上りおよ 
び下りの最低通信速度 ( kbps ) を設定します。「なし（お買い上げ時)」に設定した場合は、すべての速 
度を許容しますが、「384」および「3648」を設定した場合、これらの速度以下の接続は許容されないた 
め、バケット通信が接続されない場合がありますのでご注意ください。 

• 実行例 

(1) 上りと下りですベての速度を許容する場合のコマンド （< cid >=2 の場合） 

AT + CGEQMIN =2 0 
OK 

(2) 上り 384 kbps 、 下り 3648 kbps の速度のみ許容する場合のコマンド（く cid >=4 の場合） 
AT + CGEQMIN =4,, 384,3648 0 

OK 

(3) 上り 384 kbps 、 下りすベての速度のみ許容する場合のコマンド（く cid >=5 の場合） 
AT + CGEQMIN =5,,384 0 

OK 

(4) 上りすベての速度、下り 3648 kbps の速度のみ許容する場合のコマンド （< cid >=6 の場合） 
AT + CGEQMIN =6,,,3648 0 

OK 
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• パラメータを 省略した場合の動作 
AT+CGEQMIN= 

すべての< cid >をお買い上げ時の状態に戻します。 

AT+CGEQMIN=<cid> 

指定した< cid >をお買い上げ時の状態に戻します。 


■ コマンド名： + CGEQREQ = [パラメータ] 

• 概要 

バケツト通信の発信時にネツトワークへ要求する QoS (サービス品質）を設定します。 

• 書式 

AT + CGEQREQ = [< cid >] 

• パラメータ 説明 

上り 384 kbps 、 下り 3648 kbps の速度で接続を要求するコマンドのみ設定できます。各く cid > にはその内 
容がお買い上げ時に設定されています。 

< cid > :1〜10 

※く〇^〉は、 FOMA 端末内に登録するパケツト通信での接続先 （ APN ) を管理する番号です。 FOMA 端 
末では|"1〜10」が登録できます。お買い上げ時、1には mopera に接続するための APN 「 mopera . ne . jp 」 
が、3には mopera U に接続するための APN 「 mopera . net 」 が登録されています。 

• 実行例 

(く cid >=2の場合） 

AT + CGEQREQ =2 0 
OK 

• パラメータを 省略した場合の動作 
AT+CGEQREQ= 

すべての < cid > をお買い上げ時の状態に戻します。 

AT+CGEQREQ=<cid> 

指定した< cid >をお買い上げ時の状態に戻します。 




參 ATV コマンドが n =1 (お買い上げ時）に設定されている場合は英文字、 n =0 の場合は数字でリザルトコードが 
表示されます。 - P 43 

■ リザルトコード 


数字表示 

文字表示 

意味 

〇 

0 K 

正常に実行しました。 

1 

CONNECT 

相手と接続しました。 

2 

RING 

着信が来ています。 

3 

NO CARRIER 

回線が切断されました。 

4 

ERROR 

コマンドを受け付けられません。 

6 

NO DIALTONE 

ダイヤル1-ーンの検出ができません。 

7 

BUSY 

話中音の検出中です。 

8 

NO ANSWER 

接続完了タイムアウト。 

100 

RESTRICTION 

ネットワークが規制中です（通信ネットワークが混雑しています。し 
ばらくたってから接続し直してください)。 

101 

DELAYED 

リダイヤル発信規制中です。 
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■拡張リザルトコード 

• AT & E コマンドが n =1 (お買い上げ時）に設定されている場合 


数字表示 

文字表示 

意味 

5 

CONNECT 1200 

FOMA 端末ーパソコン間を 1200 bps で接続 

10 

CONNECT 2400 

FOMA 端末-パソコン間を2400 bps で接続 

11 

CONNECT 4800 

FOMA 端末-パソコン間を4800 bps で接続 

13 

CONNECT 7200 

FOMA 端末-パソコン間を7200 bps で接続 

12 

CONNECT 9600 

FOMA 端末-パソコン間を9600 bps で接続 

15 

CONNECT 14400 

FOMA 端末-パソコン間を1 4400 bps で接続 

16 

CONNECT 19200 

FOMA 端末-パソコン間を1 9200 bps で接続 

17 

CONNECT 38400 

FOMA 端末-パソコン間を38400 bps で接続 

18 

CONNECT 57600 

FOMA 端末ーパソコン間を57600 bps で接続 

19 

CONNECT 115200 

FOMA 端末-パソコン間を1 15200 bps で接続 

20 

CONNECT 230400 

FOMA 端末-パソコン間を230400 bps で接続 

21 

CONNECT 460800 

FOMA 端末-パソコン間を460800 bps で接続 


難従来の RS -232 C で接続するモデムとの互換性を保つため通信速度を表示しますが、 FOMA 端末ーバソコ 
ン間は USB ケーブルで接続されているため、実際の接続速度と異なります。 


• AT & E コマンドが n =0 に設定されている場合 


数字表示 

文字表示 

意味 

121 

CONNECT 32000 

FOMA 端末一基地局間を32000 bps で接続 

122 

CONNECT 64000 

FOMA 端末一基地局間を64000 bps で接続 

125 

CONNECT 384000 

FOMA 端末一基地局間を384000 bps で接続 

133 

CONNECT 3648000 

FOMA 端末一基地局間を648000 bps で接続 


■ 通信プロトコルリザルトコード 


数字表示 

文字表示 

意味 

1 

PPPoverUD 

64 K データ通イ言で接続（巳 C = UDI 、+ CBST =116,1,0) 

2 

AV 32 K 

32 K テレビ電話で接続 

3 

AV 64 K 

64 K テレビ電話で接続 

5 

PACKET 

パケット通信で接続 
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■ リザルトコード表示例 

ATXO が設定されているとき 

AT ¥ V コマンドの設定に関わらず、接続完了の際に 「 CONNECT 」 のみの表示となります。 

文字表示例 ： ATD * 99 * * * 3# 

CONNECT 

数字表示例 ： ATD * 99 * * * 3# 

1 

ATX 1 が設定されているとき 

• ATX 1、 AT ¥ V 0 (お買い上げ時）が設定されている場合 

接続完了のときに、 「 CONNECT く FOMA 端末ーパソコン間の速度>」の書式で表示します。 

文字表示例 ： ATD * 99 * * * 3# 

CONNECT 460800 
数字表示例 ： ATD * 99 * * * 3# 

121 

• ATX 1、 AT ¥ VI が設定されている場合％ 1 
接続完了のときに、次の書式で表示します。 

「 CONNECT < FOMA 端末ーパソコン間の速度><通信プロトコル><接続先 APN >/<上り方向 
( FOMA 端末—無線基地局間）の最高速度>/<下り方向 （ FOMA 端末—無線基地局間）の最高速度>」％ 2 
文字表示例 ： ATD * 99 * * * 3# 

CONNECT 460800 PACKET mopera . net /384/3648 

( mopera . net に、上り最大 384 kbps 、 下り最大 3648 kbps で接続したことを表します〇) 
数字表示例 ： ATD * 99 * * * 3# 

1215 

※亏 ATX 1、 AT ¥ V 1 を同時に設定した場合、ダイヤルアップ接続が正しくできないことがあります 。 AT 
¥ V 0 だけでのご利用をおすすめします。 

※2 AT ¥ VI が設定されている場合、<接続先 APN > 以降はパケットで接続している場合のみ表示されま 
す0 
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